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先入の遣した文化遺産を守ることと、現在の生活をより豊かにす

るための開発行為とは、相反することのように見えますが、向者の

均衡ある調和を関ることこそ、現代人である我々に課せられた責務

と考えます。

丙LU地 は、鹿角市西山地区の農業用主幹道路として長

年待ち望まれたものであります。しかしながら、総延長6.5kmの計

雨路線内fこは、縄文時代一中世に至る多くの遺跡の存在することが

わかりました。このため、秋田県農政部と当教育委員会が協議を行

い、記録保存を目的とした発掘調査を行うこととし、昨年度は堪忍

沢遺跡、高j頼館跡、本年度は太田谷地館跡の調査を実施しミたしまし

た。

調査の結果、本遺跡からは、平安時代後葉と考えられる竪穴住居

跡51軒@土坑73基など多くの遺構@遺物が検出されました。これら

は、空白であった鹿角地方の中世前夜の状況を語るものとして重要

であり、貴重な成果であると考えます。

本報告書を刊行するに当たり、本調査にご協力いただきました関

係機関@各位に対し、深く感謝の意を表しますとともに、本書が学

術上はもちろんのこと、埋蔵文化財に対するご理解と保護のためL、

広く活用されることを希望するものであります。

Ilj]手1163年 3月25日

秋田県教育委

教育長 斎藤

/-， 
Z三三

長
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1.本報告書は、西山地区農免震道整備事業に係る太田谷地館跡の発掘調査報告書である。

2. 本報告書の執筆は、第 4章第 1節 3・4、第 5章 3を講師横山伸司、他を学芸主事大

野憲司が行った。

3. 土色の表記l土、農林省農林水産技箭会議事務局監修 財包i法人日本色影研究所色票監修

『新版標準土色I!J占jに拠った。

4. 本報書作成にあたり、国立歴史民俗博物館占悶康I陽教授、同阿部義平助教授に榔指導・

御助言をいただき、 IIiJ水崎正春助教授-に鉄器のX線写真撮影をお願し 3した。記して感謝の

を表する次第である。

凡例

1 .本報告書中の遺構実測閣は、縮尺40分の lを基本とし、必要に応じて20分の lのものも用

いである口遺物実測図・土器拓影図は縮尺2.5分の lを基本とし、 2分の 1. 3分の lの

ものもあり、それぞれにスケールを付した。

2. 遺構間の重複が激しいため、弁遺構の実測閃は付図とし、調査区全体を 6分割した C

3. 遺構には略記号を付しであるが、それは以下のとおりである。

竪穴住居跡…… S1 ?~ 堀 跡…… SD 

土 坑…… SK その他の遺構…… SX 

4.挿図に使用したスクリーン・トーンは下記のとおりである。

地山: 焼土: 灰:

炭化物: 粘土:
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第 l節発掘調査に至るまで

第 1章はじめに

第 l節発掘調査に至るまで

鹿角市西L1J地区一帯の果樹及ぴ畑作物の流通令理化のため、西山地区農免農道整備事業計両

が秋田県農政部によって策定されたのは、昭和57年である。計画では、鹿角市神田を起点とし、

同市尾去沢の北方約 1kmにある久保田橋までを結ぶ総延長約6.5kmの農免農道で、米代川に沿っ

てその西岸を南下するものである。計画路線上の遺跡の有無・調査の要・不要を確定するため、

昭和59年に遺跡分布調査、昭和60・62年に遺跡範囲確認調査が秋田県教育委員会によって実施

された口その結果、路線の一部変更などがあり、工事の実施に先立って発掘調査を必要とする

遺跡は、 5遺跡と確定した。発掘調査は、昭和61年度の堪忍沢遺跡・高瀬館跡から開始され、

62年度には太田谷地館跡が調査されたのである。

第 2節調査の組織と構成

所在地

調査期間

調査対象面積

調査面積

調査主体者

調査担当

調査総務担当

調査協力機関

秋田県鹿角市花輪宇中畑33-1、外

昭和62年9月28日(・-12月15日

1， 890m 2 

1， 520m 2 

秋田県教育委員会

大野 憲司(秋田県埋蔵文化財センタ

横山伸司(講師)

加藤 進(秋田県埋蔵文化財センター主査)

高橋 忠太郎(秋田県埋蔵文化財ーセンタ一

秋田県鹿角農林事務所

鹿角m教育委員会



第 2章遺跡の立地と環境

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡の位置と立地

太田谷地宣言跡 l土、鹿角市花輪~~l: rこ1=11:111'令 し、 J 1~~~[B 本イと輪十干11 の片手)J約2.5kn1 、
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第 1図太悶谷地館跡の位置
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第 2主主 遺跡の立地と環境

第 2節歴史的環境

第 3図は、太田谷地館跡を中心にした遺跡の分布図で、ある。このi泣からわかるとおり、米代

川流域に形成された河岸段丘が広く分布するところでは遺跡数が多く、段丘而の少ない部分(図

中の左下半・左岸の高屋から尾去沢)では遺跡数が少なし」このことは、縄文時代から中i吐に

かけての遺跡の分布の一般的なあり方と一致しているが、西山地区にあっては、必ずしもこれ

に合致するとは限らないようである。西山地医は前述したように、 LLIJlliが大部分て

ない。しかしながら、山地はゆるくなだらかな部分も多く、その緩斜面では、昭和61年度に発

第 3図 太田館跡の位置と周辺の遺跡 (S ニコ 1 : 50，000) 
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第 2節歴史的環境

-tJal 調査されて多大な成果を11::<.めたi<<~忍沢遺跡のような例もある。従って、同生Llされている遺跡

が少ないのは、末手IJ用地が多く、それだけ遺跡の発見される機会が少なかったことも一因であ

るように推察される円ここでは本遺跡付近の米代JII左岸に限ってその恒史的環境を見ていきた

し'10

太田谷地館跡周辺の縄文時代遺跡は、本遺跡の北約 1kmに、板橋 1.上ノ野 H遺跡をはじめ

とする13ケ所の遺跡が群在しており、それらの中には、小坂X式を中心とする弥生時代遺物を

出土している遺跡も存在ーする。また遺跡の近では、花!論A ・8遺跡;がある。平安時代の遺跡;

としては、前述のよ~t!C!、沢遺跡;がある。 堪忍沢遺跡は、 13基の製鉄遺構と 6軒の竪穴住民跡など

が枚出された10C中葉~末葉の遺跡とされている。他に平安時代の遺物を出土する用WfEI )11 1[1) 

盟遺跡、があるが、これらは、平安時代末頃と推定される本遺跡とも関連するものと考えられる口

また、本遺跡の位置する段JI:rilIとi叶じrfliで、本遺跡の一点方約500mには未命名の遺跡がある。こ

こからは多量の鉄淳が検出されており、「西山地区の鉄に係る遺跡Jとして興味ある存在である。

中 IlI~の館副;としては、 本j遺室t糊跡占ι:とJ花ヒ車軒「田川をはさんで

6臼1 年!皮支調?ゴ査白丘t年i された i戸高:士布~.î i瀬頼館跡跡;がある口

第 1表 太田谷地舘跡と周辺の遺跡一覧表

捧号 遺跡名 時 代 情号 遺跡名 E寺代 醤号 遺跡名 時代

1 太田谷地館 猷(後期間中世 i19 下乳牛 縄 文平安 37 上ノ野官 縄文・平安

2 中畑 縄文弥生 20 乳牛王子 縄文平安中世 38 上ノ野v![ 縄文

3 花輪B 縄文(後期) 弥生 21 奏の神E 縄文平安中世 39 上ノ野酒 議文

4 花輪C 縄文(晩期) 22 婆の神 E 縄文 平安 上ノ野立 縄文

ぢ 高思館跡 縄文(後期) 中世 23 棄の神 i 縄文(娩期)・平安・中i!t 41 上ノ野X 縄文

6 用聖子百111肉 i 縄文(後期務棄) 24 猿ケ平 E 縄文(早期~晩期) 42 松山 館

7 用野呂lfI向日 縄文(晩期) 弥生 25 猿ケ平 i 縄文(中期~晩期) 43 取ケ野 平安

8 用野呂Iilr句E 縄文弥生 26 案内 E 縄文 44 丸館 館

9 用野自 平安 27 案内 i 縄文 平安 45 売UI3 平安

10 高瀬宣官跡 中世 28 戸羽の沢 縄文 46 幽谷地A 平安

11 犠忍沢 縄文弥生 29 絞橋 Z 縄文(後期) 47 幽谷地8 平安

12 天戸森 I 縄文(前期~晩期) 30 板橋E 縄文(後期) 48 枯草坂 平安

13 隊場 縄文 31 板橋! 縄文(晩期) 49 小枝指館 館

14 御休堂 縄文 32 上ノ野 i 弥生 50 平元餓 i 縄文

15 西町 縄文 33 上ノ野 E 縄文 51 平元館 E 平安

16 西町 E 縄文 34 上ノ聖子頂 縄文 52 万谷野 平安

17 西町 i 縄文弥生 35 上ノ野N 縄文(中期)

18 乳牛 縄文(娩期) 36 上ノ野V 縄 文平安

5 



第 3章 発掘調査の概要

第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡 の概観

太田谷地館跡は、遺跡付近での探高が152-159mの1:;越段 i王が、イヒ'flfiT]川及びこれに1tぐ小

さな沢によって間析された結果できた円;1犬白地の lつに1地する。このような小さな汗;1犬白地

は付近にいくつか凡られるが、本遺跡の:¥!J也する汗状台地は、 l-{J'H!IJに|持認する司状台j也と共に

京rltiし、米代川からは見えないような社間にある。 前五i互の標高はf(J156mで、花車Fl丑)11による

沖積地とはが)40mの比がある。

当初、遺跡は~Iと JJJな段丘jtlÎから}tー〈に民り 11\ した←戸;っ|犬台地の i.Jけ根部が~~il\ によって切られて

いること、南側に|持Jをして同様な←11';伏台地が存在することから、 1+111そにJ{R;するよとて4il5の郎防;の

一方と考えられていた。 しカか、しながらi調jl制!崩母7脊堅の討結i県、 本j泣主立t~叫t跡跡4応;は j遺宣f構持. )遣立物共に主千|ド乙安|時i侍寺代にl属長する

可可'f能j泡E引，性|

遺跡の基本層位は、第 1}層爵が!呼)ばt さ約30批cmの j出.1.ι‘.~褐色去土でで、、そのドは Ill( ぐに地 111 土となる口こ

れは、平安時代後葉に本遺跡の主たる遺構昨である!経穴住111fや土坑を構築する際に、地111と部

をも i1iIJ王子するような整地作業を 11耳以上行ったk:í'ij!~で、あると推測される。地 IIJJ-:_ は、 1:;越 '11王石

質火111}天が[区く堆積したものである。

包は、 南北約500m、1京j友巨1凶!九何L可j約200mの}一J刊|

円円命;状1)伏)犬よ台地部分の{付.J ~t根音部!口)1は土、 3 条のlJa\ によって切られている o ~a\跡は、台地íl!lJ (川lWJ)から S

D 102 ・ 101 ・ 100の 111t"lにあり、 ltH冬!'l(_jな?~~/ll S D 100に切られた京1WJ部分は、京jJLj約51抗、南北

25~30 'Tnで、平面形は、頂部が京端にある二等辺三角形をーする。)引誌の分布をみると、 SD100

の西側には、 2条の~:I\跡・ 2 軒の!摂穴1tl l刊亦と 3 Jたの~j-，坑が杭 IIH されたにすぎないのに対し、

S D 100の京1!!1Jには、約800m:2という狭い平山jMにもかかわらず、照穴住111;'跡49軒・土坑70)I!S. 

その他の遺構 6 検出された。これら多くの泣構は、そのほとんどが 2)I!~以上の主複で、あり、

遺構jM よりも遺構のない部分が少ないという状況にある。また、 ìïttllf の ;Hdri 'll)~の 1M りはなく、

県穴住Ili}跡と土坑はほぼ均等に切り介っているが、特に 'if(政の ì)J~ しい部分が 6 -711手存在しそ

うである。

j遺宣物は、 そのほとんとごがj泣f主立立引.[上汁Hイtt行伴w和ft

j遺立構を構築する 11時i時寺に、以前にあった遺構を人為的にJI!tめているものがほとんどなのと、地IIII(II

のi判、!とを受けた!l.):があったためである。泣構のJrn土は、数jiLのj立備をlZTしlては、人為的に埋め

6 



第 1節遺跡の概観
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第 3主主 発掘調査の概要

もどされた状況を示す。

第 2節調査の方法

発掘調査は、グリッド法によった口調査開始時に、真北方向がわからず、調査区中央に打設

されている工事用中心杭ぬ81から No.80を見通し、これを基線とした口この基線は、実際に

は東南東一西北西を指しているのであるが、仮に南北基線とし、中心杭No.80を基準点 M

A50とした口 MA50を中心に東に LT.LS.LR…一…・、国にMB'MC'MD..…一一、南

に49・48・47………、北に51・52. 53…...・ e・を振り当て、各グリッドの呼称は、 4mX4mの方

限の南東隅の交点座標 e アルファベットとアラビア数字の組み合わせによった口遺構番号は、

発見liI震に01・02・03………と振って行き、その前に遺構の種別をアルファベットの略記号で付

した口本遺跡で用いた遺構種目jの略記号は、竪穴住居跡:S 1 "'土坑:SK、空堀跡、:S D、配石

遺構:SQ、性格不明遺構:SX、などである。なお、土坑の中で後でフラスコ状土坑と判った

ものには SK F、性格不明遺構で製鉄に関する遺構には SNを付した。遺構平断面図は、方自良

杭を用いた遺り万測量で基本的に20分の l、必要に応じて10分の lで作成した。

第 3節調査経過

調査は 9月28日から開始したが、調査予定地は立木伐採後の校等が厚く堆積しており、それ

らの除去からスタートした。 10月5日、本格的な粗掘りを舌状台地先端(東端)から開始したが、

現表面から20~30cmで、地社l面に達し、早くも数遺構の輪郭が見え始める口切株のない部分では

地山面に達するのが早く、遺構の確認も比較的容易なのであるが、大小の切株部分では、木の

根を l本 1本遺構確認面で切除しながらの作業である o 10月宮口までに、舌Ji犬台地部の京{掛か

ら約 4分の l税の表土除去を行い、竪穴住民跡11軒・士坑 8基などを検出したが、遺構の重複

が激しいo 10月17日までに、舌状台地部の大半の粗掘りを終了したが、台地四半は東半以上に

遺構の切り合いが多い。このため、遺構の存在することはわかっていても、個々のプランを明

確にできず、この段踏で番号を付した遺構は42に留まっている。 10月31日までに確認した遺構

数は、竪穴住居跡31軒・製鉄遺構 3基・土坑23基・配石遺構 2基であるが、この段階でも、台

地西半の遺構群は個々のプランが明確にされていなし ¥0 11月に入り、空堀跡 SD 100・101部

分にトレンチを入れ、さらに延長したところ、 SD 101の西側に、より深い空堀跡 SD 102がある

ことが判明し、空堀跡は計 3条となった。場土の状況などにより、 3条の空堀跡は SD 102→ 

101→ 100の順に掘られ、 l時期に 1つの空堀が機能したものであろうと推定された。 11月19日

8 



第 3節調査経過

までに検出した遺構の数は、竪穴住居跡48軒・土坑56基@空堀跡3条@その他12基であるが、こ

の時点でも、遺構プラン確認のための精査が続いている。この問、各遺構の平面図・断面図を

作成しながらの作業であるが、 11月下旬からは降雪と霜に悩まされ、調査期間の延長を余儀な

くさせられた。 12月13日までに、検出した遺構の精査をほぼ終了し、 i可15日機材等の搬出を済ま

せ、全ての調査を終了した。

53 

4轟

41 

40 

第 5臨 グリッド配置図
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第 4章調査の記録

第 4章調査の記録

第 1節検出遺構

発掘調査の結果、空堀跡 3条・竪穴住}fl;湖沼l*F.土坑73恭・その他の遺構 8;;!~が検出された。

以下これらの遺構について説明を行うが、重複するiE構がほとんどであることなどによって、

遺構相互の重複関係が明らかにできなかった出も多く、推定をもぬじえたものとなった口なお、

本遺跡にあっては、第 3 芦で述べたように、大多数の遺構の:J:ít積土は人為的にJF~_め戻されたも

ので、この時に土師器護形土器の小破片や鉄浮ーなどが混じったと見られ、ほとんどの遺構から

それらが出土している。このため、与i立構の出土遺物の説明では、土師~i~f髪形土器のfJI，iJmi破

片や鉄浮については特別の場合を除いて記述していなし」また、それらを除いた与遺構からの

出土遺物については、第 2節に載せてある凶番号等を記しである。このため、出土遺物につい

ては、遺構内外も含めて第 2節で扱うこととする。ただし、各々の遺構から出土している遺物

については、各遺構の説明のところに国番号を記してある。

1 空堀跡

平坦な台地から束に張り出した百状台地の付け十1~部分を切るような形で、 3 条の~:lJnl~JJ; (内

1WJ 台地側ーから SD ] 02. S D 10]・SD 100)が検出された。これら 3条の?f::lJ:rl跡は珂土の状

況、他の遺構との切り合い関係から、 i'l-しミ方から SD 102→ 101→ 100の)1慌に構築されたものと

考えられる口これらは全て地山である鳥越火山以層をihBり込んだもので、地山そのものは比I絞

的軟らかく、また崩れ易い。

S 0102 空堀跡(付図 1、|語版4.) 

S D 100で切られた東側を本遺跡の中心部(以十¥第 4京の記述においては、この部分を使，((

的に'-6:1犬台地jとよぶ)とすると、一番外側にある空堀跡で、ある。 トレンチによる一部のみの

碍認ではあるが、この部分の現況地形から推測して、東に突き出た舌状台地付け根部分に北側

から入り込んだ小さな沢を利用するような形で;iJalられたものであろう。総延長約75mと比られ

る。 断面形は口径の大きい尖底土器のu納長i形を主し、推定上r(TIIIJhi 6 m、中杭11Jl!13 m、深さ4.3mで、

ある。トレンチ部分などでは、他の遺構との重複は見られない。 ~'R土中から鉄浮や土師 ~if餐形

土器片などが出土している。

S 0101 空堀跡(付ほ11、凶版 4) 

10 



第 1節検:L¥遺構

S D 102とSD 100 の中間にある最も規模の小さな~~m跡で、ある。推定総延長は45m o 上面l幅

約4.5m、深さ約2.3mで、 l析凶i形は間口部が!よく底部がゆったりしたV字形を呈する。 SD 101 

のtJIl:られた部分は、南側平坦部から北に行くにつれ、わずかながら下降する緩斜面であるが、

平坦部側で SK 139・140の土坑などとm複し、これらの遺構よりも新しし'0

S 0100 空堀跡(付凶 l、!立!版 3) 

3 条の'7;:::~rl\ 跡のうち、 i最も京1WJ にある。現況で上Hîîllltl\約 12m 、 hlHlÎ 1隔が)6.3m、深さ約2.5mの

住地となっており、 ー兄して中tH:の城館にwう空堀跡と見紛うは刀、りである。 断面形や思土の

状;兄及びSX 58土)蛍WJfiMから、少なくとも 2U宇部jの社半であることがわかる臼 1Jt)J B ( S D 100 

A) は、 JJ~Ü[ に近し '71予のもので、 2 WHl ( S D 100 B )は 1期日の氏ifriから掘られたもので、上出j

111M約4.8m、深さ約2.2m、断面形は間口ffljが大きく広がる V字形を足する。 SD ]00 Bの底而か

ら10-15cm浮く形で、拳大一平頭大のIIJ礁が主なり介って検出された(凶版22)。どのような意

味を持つのか不明で、あるが、本空堀の東側平坦面には集石が1ケ所あり、 SX58の東端部lこも集石が見

られ、両者は関連あるものと考えられる。 SD 100Aは東側で S1 79を、両側でS1 137・141

を切っており、 SD 100 B はSX58が樫められた後に構築されている。 SD 100 Bの埋土中から

土師器髪形土器破片、鉄ì~~: などが出土している。

2 竪穴住届跡

S D 100~~，q1跡の束1JlIJ から 49 ilif 、 S D 100とSD 101に挟まれた平担出から 2軒の竪穴住居跡

が検出されている。 SD 10∞0束側の?堅主穴{住←1主i主:リ涜h'~-湖踊跡;は、 f他也の男陪王火{住主 li'刊Jrや土坑との重複がi激2敗t しく、

全{体本のブプ。ランを明ら治か、にでで、きたものは少なし'0~竪主?プ穴'(f一 iり:づ市引hレh1叩一

i長毛方形のものがある口基本的にカマドを持つようでで、あるが、検出できなかった例も多し」カマ

ドは 4辺の慢のうち、 l辺の中心か中心からずれて取り付くが、北辺に取り付くものは見られ

ない。柱穴は規模の比較的小さいものが、本木ÉI~ に 1 ;;互に 3-41同あるが、ほとんど検出され

ない休日跡もある。山而はほほず平坦で、!摂く締まってれIIJき締められた)しミるものが多い。床面

になる部分に土坑などがあった場合は、土坑を~Inめた後、!以さ 10cm前後に地山土を盛り、 nlJき

締めてthIi床としている。慢は、ほとんと~~llÍ:直に近く立ち上がる。なお、古hWJ値は以下のとおり

とする。規模:確認証IIで、の各辺の中心部をそれぞれ結んだ放の数値とする。深さも確認而(地山

lúí) からのものである。その表現は、 111作jj形の照穴住)， 'i~，fr は、京国3.2mX南北3.3mX 深さ 0.34m 、

長方形のものは長'14117.2m X組事115.4mX深さ0.27mのごとくである。柱穴:記述する住)古跡に確実

にwう柱穴と考えられるものは、それぞれ 1から番を付しているが、その柱穴番号の前に住

1，';-需サを付している。 例えば170-1 JのJ}ij介S1 70 ~主穴住!日;倣;のピット N 0 1ということであ

る口柱穴の深さは原則的に床面iからの f;~-I日朝{直である。主!と1M形の IrlHillで、方形 (1晴方形)と長方形
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第 4意調査の記録

(11官長方形)との区別は、長い辺が短い辺の110%以上であれば長方形(11院長方71ラ)、それ以下で

あれば方形(略方形)とする。これらの喫穴住"刊占;の京・[JLj.市・北の各辺は、古状台地の縁辺

か方位に沿う形であり、地形と方{立を考慮したかそのような規iltUのあったことをIi]Jiわせる。各

竪穴住居跡の説明に当たっては、付凶 2-6までのうち、 2から付凶中に入っている{j:J，I}跡の

順番で行う口

S 1 01 竪穴住居跡(付図 2、第 6悶・|立!版 6) 

青状台地東端に近いところに位置する。 {i在KiW):から S1 07堅穴住川跡と重複しているのがよよ
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第 6図 S 101竪穴住居跡カマド
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第 1節検出遺構

えた。南東隅で S1 02のカマド部分を切っているが、本住居跡が新しし ¥0 平面形は方形で、規

模は東西2.7mX南北2.6mX深さ0.40mで、ある口 SI07と規模等がほとんど変わらず、 SI07が

焼失した後、中心を若干北東方向にずらして建て替えたものと思われる。床面は SI07と重複

する部分では厚さ 2-4 cmの貼床をしており、平坦でよく締まっている。柱穴は検出されなかっ

た。カマドが西辺中央やや南寄りにある。偏平な河原石を主材とし、これに黄灰色の粘質土を

かぶせて構築しているが、ネ111の部分等は明確な形では残っていなかった。燃焼部の焼土は、そ

れほどはっきりしないが、:煙道部はよく焼けているむ斜めに上がる煙道は住民Eぞから約O.5m離

れて煙が出るようになっている D 用土中から土師器護形土器口縁部 1-b類(第13図 l)'II-b

類(2 )、底部(第21凶164)と、須忠器護mriJ部破片(23凶13)が出土している。

S 107 竪穴住居跡(付出12、出i版 6) 

SI07を建て存えたと見られる S1 01によって平面の半分ほど切られているが、ユIi.出形は

推定可能である。東凶2.65mX市北3.15m X深さO.50mの11市長H形を呈する。本住居跡、は焼失家

出-のようで、床面及び、その上約10cmあたりから炭化した板などが兄られた。床面は111各平坦で

あるが、少しやわらかい。径20-25cm、深さ40-60cmの柱穴が南辺一回辺に 4偶検出されたが、

他辺にはみられなかった(柱穴の掘り込みは垂直である)。同様に南辺・西辺に幅10-15cm、深

さ5-20cmの民主溝があるが、他辺では検出できなかった。カマドは検出されなかった。埋土中

から把手付土器の把手部(第22凶 8)と、鉄器(免i~28出117)が出土している。

S 102・17 竪穴住肘跡(付|立12) 

S 1 02は、 S1 01によって、ほんの一部切られている形でカマドが検出されたため、小さい

プランながらも竪穴住民跡としたものである。東側で S1 17と重複するが、床面レベルが SI

17とほぼ同じであるため、両者の新!日関係は不明であるの平出形は、東西2.0mX南北約2.6mX

深さO.lmの訓告長方形を呈するものと思われる。四辺に長大な河原石を用いたカマド跡があるが、

住居規模の割に、カマド部分の111める面積が大きし'0ネ11J部分に使用されたと忠われる河原石や

燃焼部は良く焼けている。燃焼部から流出浮が 1塊出土している。 I河辺カマド付近に柱穴が l

f閤あるが、 S 1 02より新しいものである。埋土中から二日市器費形土器口縁部IV類(第13図3)、

V類(4 )が出土している。

S 1 17は、北凶側で S1 02と、東側で SX03・SK80などと重複していて、全体のプラン

は不明である。坦土中から土師器窪形土器口縁部V類(第13図 5e 6)が出土している。

S 1 12 竪穴住居跡(付|逗12、図版 7) 

ìG-状台地東部のやや中央寄りで、 4 軒の黙穴住J~T跡が重複している。 S 1 12はその中の l軒

で、最も新しいが、 SI11・45の床面ともほぼ同じレベルであるため、東・南辺は不明瞭であ

る。両辺で SK 14とも切り合っているがSK 14が新しい。平面形は東西2.4mX南北2.75mのIII告
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第 4主主 調査の記録

方形で、深さは0.3mで、ある。床面はほぼ平:Wで、それほど締まりは良くなし ¥0 I示1M中央部に、

床面構築前の土坑状落ち込み(長任約1.4mX叙任約1.2m、深さ0.4m)がある oJI!!_土は、ほとんど

が地山土で、床面も硬くない。 S1 12構築以前の土坑とも考えられるが、 S1 23の床-IILI下にも

同様の落ち込みがあり、それらは、堅穴住民構築の際の何らかのillllり込みで、すぐJljlめられた

ものと推定された。同様のものであろう。カマドが[lLi辺やや北寄りにあるが、構築の際に使用

された粘質土が性屑床面jの間半を被うような形で、拡がっていた。柱穴は 4附とI持辺の中II-¥Jに 1

1回検出された口 lロ2一 1、1ロ2一2を!除在くとこごご、や、く小さし寸

ら土師器餐7形伝土器口縁青部i口)1一a主悲類f点;1(第l日31は凶宅叫iげ7) 11カがf吐l社出iι;仁二土仁している口

S 1 11 竪穴住居跡(付凶 2、凶版 7) 

S 1 13・15よりは新しく、 S1 12よりは市し 1竪穴住1，1;'跡で、あるが、 4つのti:1日J跡とも JX:HIIレ

ベルがほぼ同じなので、その境界は不明瞭である。また北東町'j~ で、 S K43+.わt と l1í~複しているが、

S K43の埋土上に貼床をしており、本tHl;尚;が新しし弘子l(Ij形は京間4.3mX ヒ3.65mの略長

方形を呈し、深さは0.1-0.2mで、ある口床出はじ笠く II[Jき締められ平JIJであり、 Vli1HI]部分では、

S 1 13の床面にうすく貼床をしている口柱穴は、基本的に芥辺に 31It~ずつの計 8 {Wifと忠われる

が、北東隅・北西隅の柱穴を検出できなかった。任20-25cm、深さ20-60cmで、ある口

床面中央一南東隅にかけて、本住民ーに伴うと考えられる 3つの遺構が検出された(便宜的に

図中では A ・B'Cとしてある)。 遺構AはJ;1(lfIiほほ中央部にtla1られており、ピット状の掘り

込みと、これを横切るようなiflt.;1犬の部分からなっている。ピット:1犬の掘り込みは、 I-_IM任15cm

×下回径20cmで、深さは床面から25cmある。 1)'1 1討が火熱によってよく焼け、!支出も合めたW~}I'f]

聞が、あたかも窯壁あるいは製鉄炉の壁のように焼け、税色に変色している。また、焼けた世

にはわずかながらも鉄浮様の付示:物があった。 溝状部分は、ピソト状i1alり込みのHi1ltiil!lJが浅く、

北東側が深くなっており、底的i.閉rirIともよく締まっているが、火熱を受けた状況にはなかっ

た。長さ135cm、IIJ面15-20cm、深さは床出から 5-15cmで、ある。ピット;伏ilalり込み部分のJllLL

中には若干の鉄浮・焼土粒・炭化物が見られたが、 JA土全体としてはしまりがない軟らかい土で、

あった。 i存状部分の埋土もしまりのない虫色土で、京子F鉄山を合んでいた。 遺構Aの北側に長し

て 2個のピット状の掘り込みがあるが、火熱を受けたりはしておらず、性格は不明である。 j立

構 B は、遺構A の南商慨にある瓢箪;1犬をl11する ~FT[I Î71ラの浅いtlal り込みである。長さ 130cm 、 11え

大IIJ話70cmで、両端にやや深い部分があり、その部分の深さが10-12cm、浅い部分が 5cmで、ある。

確認面から底面まで流出浮を合む似;淳・鍛造剥片などがiiiijまっていた口 ll-lUliはよく IJIlき締めら

れている。 遺構 C は遺構 B の市東隣り、 tì:}r i ;'南京ド11~ に近いもi: iì"l~ にある口 i主任70cm、短径50cm

の ~I正面形が長方形を呈する土坑;りょのもので、深さは20cmで、ある。 Jljl土は上部がllì~:褐色、下部が

黒~黒掲色土で、 Jln土中位に 311tlの河原おとともに鉄鋭と忠われる鉄製in'1(図版 9・32・34)が
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第 l節検出遺構

完全な形で、出土した。出土遺物は土師持護形土器口縁部V頬(第13図8--11)・ VI類(12)、蹄羽i

口(第24凶 1)、鉄鈴(第29凶18)・鉄器(第31凶37)である口 j蹄羽口は遺構Bの南側・砕j壁際で

はミ而に践して河原石と共に、鉄鐙は遺構Cの出土中から出土したものである口

S I 13・45 竪穴住居跡(付凶 2、凶版 7) 

2つの竪穴住民跡とも、 S1 11・12と重複しており、全体プランは不明である。特に SI 13 

は両辺側のみを検出したにすぎず、車線的でない慢を持つもののようである口

S 1 45は深さ約O.15mで、北辺を2.35m、京j立を1.2m検出した。!ぷIf1iは平:lHであるが、堅くは

ない。北京隅の柱 1i国を検出したが、他は不明である。柱の深さは45cmo 出土遺物は、!示而か

ら須止，({，~の{本音防皮 H-( 第231χ17 )と、杭I1;J:J口(25凶 6)カf出土している。

S I 16 竪穴住居跡(f.J凶 2) 

S 1 11によって、北辺が切られ、南辺はi引犬台地のfFj部にあたっており、東.T珂辺の一部し

か検出できなかった。中央部で SK 15・127と重複しているが、 SK 15よりは古し ¥0 S K 127の

~L~.土上位に地山土で厚さ 20cmの貼床をしている口平副プランは不明な部分が多いものの、東西

辺が~ìf~行せず\矩形とはならないものと思われる。 深さは10-20cmで、床面の締まりはあまり

よくなし」柱穴は16-1・2・3などが当たるのかもしれなし'0

S 123 竪穴住居跡(付図 3、図版 9) 

舌;げよ台地の中央部やや東寄りに構築された、本遺跡中では最も大きな竪穴住居跡の 1つであ

る。本遺跡の遺構の多くは、人為的な~fR土を示す地 I1 111ft褐色風化軒石粒やブロックの混じった

土が、確認面において認められるのであるが、本住居跡の埠二1-.は自然i肘去を示す黒褐色の軟ら

かい土が上面から厚く堆積しており、本遺跡の住肘跡の中でも最も新しいものの lっと予想された。

北側で S1 24と、東1WJで、fiJfH';jr様の浅い掘り込みと重夜しているが、いずれよりも本住居が新

しい。平面形は、東R可6.25m X H，j~ ヒ6.4mの方fl予を去し、深さは0.35-0.45mで、ある。r.k-I函はそれ

ほどの締まりはなく、 1111き締められたという状況にはなし」床而の精査中、所々に土坑状の掘

り込みを検出したが、それらの埋土は1rt褐色の)孔化軽石粒・ブロックを主体とするもので、底

面i-墜にかけても他の土坑のようにしっかりしたものでもなし」従って、これら土坑状の掘り

込みは、本住民跡が構築される前あるいは床TfI1を定める前に何らかの理由で掘られ、すぐに組

められたものと判断された。本1thf}~;jfl付からは、大小のピットが合討7111計会出されているが、

これら全てを本住肘に伴う柱穴とすることはできなし弘主柱穴は23-1・2・3・4の411，母で

あろう。In告対角線上の|司じような位置にあり、規模が揃って大きし E。深さも床面から70-90cm

あり、他のj告にj(}う柱穴よりも 20cm前後深し ¥0 ただし、 23-1と23-2の柱穴を結ぶ線で、そ

の市1WJ より ~t1l!1J が15-20cm深くなり、明瞭な段差を形成していることが、床面i精査中にわかっ

た。しかしながら、その~'R土は他の土坑様の掘り込み中のものと [fîJ じで、やはり、本住民構築
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第 4章調査の記録

前の何らの掘り込みで、すぐ埋められたものと考えられる。この他の柱穴は壁に沿う 23-5 ~ 

29などと考えられるが、特に東西壁に沿う柱穴は重複しているものも多く、本住居跡が 1~ 2 

屈の建て替えが行なわれた可能性もある。これらの壁柱穴の中では、 4隅にあるものが、やは

り床面から50~70cm と、辺 lζ 取り付く柱よりも 10~20cm深い。東壁の内側 2 ケ所に、カマド

構築の際に使用されたと考えられる黄灰色粘質土と、数個の火熱を受けた河原石が散在してい

たので、その部分にカマドが作られたものと考えられるが、残存状態が良くなし詳細は不明である。

煙道部はわからなかった。壁j毒は検出されなかったc 理土中から土師器饗形土器口縁部 1-b 

類(第 13図13). 1I -b類(14・15). IV類(16). V類(17)・酒類(18)、底部(第20図151)、須

恵器(第23図2・4・5・10)、韓羽口(第24図2・5)、鉄器(第27図6、28図14、29図20、30凶

22、32図50)が出土している。

S 124 竪穴住居跡(付図 3) 

SI 23に切られて、北側部分わずかしか残っていない竪穴住居跡である。 S1 25・42と北側

で重捜しているが、これらよりも新しし」東西3.5mで、あるが、確認面においてはより東側に拡

がり、東西 5m前後と予想、された。床面は締まりがなく、略平坦であるものの細かい凹凸があ

る。 深さは S142の床面から 2~ 5 cmしかない口北辺に 51圏、東西辺に各 l個の計 7個の柱穴

が検出されている。床面からの深さは35~60cmで、ある D 埋土中から土師器護形土器口縁部V

類(第13図19)が出土している。

S 125 竪穴住居跡(付図 3) 

SI 23・24の北側で検出された竪穴住居跡、である。検出時には S1 42も本住居の範囲に入り、

相当規模の大きいものと予想されたが、精査の結果、住居北東部をわずかに残すだけのものと

判明した。床面までの深さは 5~10cmで、あるが、平面プランは不明である。 SI 24・42、SK 50 

・18・135と重複しており、 SK50・135よりも新しく、他よりも古い。埋土は、地山黄褐色風

化軽石をプロック状に含むもので、本遺跡における埋土では S145などと共に最も古い部類に

属する。床面は若干凹凸がありしっかりしていない。柱穴・カマドは検出されなかった。埋土

中から土師器整形土器口縁部1I-b類(第13図20)が出土している。

S 142 竪穴住居跡(付図 3) 

SI 23・24の北辺と本住居跡の南~東辺の一部が重複し、これよりも古い住居跡である。検

出時には SI25の一部と考えてしもたが、 S1 25の北辺が柱穴42-3あたりでわずかに鍵形に屈

曲することから、本住居跡の存在を推定した。他の遺構と重複せずに残存している部分は北辺

と西辺の一部であるため、全体のプランは確定できないが、東西約2.7mX南北2.9~3. Omの111各

方形に近いものと推定される口深さは0.2mで、床面はしまりは良くないが略平坦である。確実

に本住居跡に伴う柱穴と考えられるのは42-1 ・ 2 ・ 3の 3個で、床面からの深さが50~60cmほ
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第 l節検出遺構

どある。京辺で SK 135と、 i九i:illで SK88・30と主政するが、 SK88・135よりは新しく、 SK 

30よりはiljし'0I'H土は褐色土に地山風化軽石ブロソクなどが混じったもので、本遺跡住民跡埋

土としてはずiしE段階のものである。

S 1 21' 竪穴住居跡(付凶 3、|設版10)

市つ|犬台地中央市1H1Jに、 S1 44需六1J:h+跡を中心にして、住民日亦 8軒・土坑10基が複雑に重複

している部分がある。それぞれの遺構間の新旧関係が明らかにされたわけではないが、本住居

跡はこの中でも比較的新しいHにI，f;し、少なくとも S1 20 ・ 52~詰穴住)丙跡よりは新しいもので

ある。これは、 S1 20 との関係はJド IfjÎrÜt~'f で、 S 1 52との関係では断面観察で、 S1 52 のlH~土

中に本判事を構築する際に県めた!￥さが)10cmのlhlj床と、そのトJ二本住民跡の床面直上の土と

考えられるよIj 褐色~!二が、 2 ~ 4 cmの岸さでほぼJj(干に堆積していたところから明らかにされた

ものであるのしかしながら、市側は SK 124・64土坑などに切られていることなどにより、そ

の全体プランを明確にすることができなかったら 推定プランは、 1辺2.8~3. Omの111長方形を止

するものであろう。深さは約0.2mで、ある口床liIIはm託子tLlで比較的よくおi?まっている口本住民跡

に伴うと考えられる柱穴は、検出されなかった。

S 120 竪穴住居跡(付iヨ13、図版10)

1tJ片跡のHi1WJをS1 21・52・44竪穴住居跡に切られているため、全体プランは不明である口

京Vli3.0~3. 20mで，i菜さは約0.2mで、ある。リミ1uiはあまりしまりが良くない。!示而全面に炭火材

や焼士Aが散乱していたところから、焼失したものと忠われる。柱穴は北東II~~ と北辺中央に各 l

1ft]検出したが、他は不明である。 211品の柱穴は、 50~60cmの深さを持つしっかりしたものであ

る。カマドは検出できなかった。 尚、 S1 23 肘跡市辺と、本住用跡北辺とはO.8~ 1. 2m 

ほどの間隔があり、その間に遺構はなし」出土中から須忠6{fJi-(第23凶14)、鉄器(第281_Z]7 )が

出土している口

S 1 52 竪穴住居跡(1JI'~] 3、凶版10)

SI44県穴住民同;の!R1HIJに位置し、 VLi:i11をSI44に切られている。市辺は SK 124・64土坑

と一部荒波するが、おおよそのプランは確認した。 両土坑との新!日関係は不明である口 SK66 

土坑とは[JLi辺の一部でJR複するが、本11Jir;-跡が新しいと考えられる。平副形は東西推定2.9~3 

.0mX市北2.8mで、lH行方形を呈するものであろう。床1flIまでの深さは、 S1 20・21竪穴住居跡

!示1Mから20cmで、地L11上出からは40cm1'lIJ後と考えられる。!利(:IIは平担でかたく締まっており、

I右京隅部及び市辺近くに浅い土坑;1犬のtJalり込みがあるが、その機能等については不明である。

カマド・柱穴は検出されなかった。五I~土中から手担ね土器(第22図 14) が出土している。

S 144 竪穴住居跡(付凶 3・第 7凶、凶版10・11)

丹状台地中央南側で重複する1t肘・土坑群のほほ中央に位置し、 I知立が、古状台地時j縁ぎり

17 
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第 1節検出遺構

ぎりに構築された竪穴住居跡である。 S120・52・27竪穴住民跡や SK66・123土坑などより

も新しく、 S1 22竪穴住民跡よりも古し )0 S K 66・123の埋土上部に10-20cm厚のHJ~床をして

いる。平面形は東西3.2mX南北4.4mの長方形を足し、深さは北側で0.5m、南側で0.35mで、ある。

カマドは東辺の北側に取り付く。この部分では、 S1 52の床面を切り込んで、本住居の床面とし

ているために、約20cmの段差が付く。カマドはこの段差を利用するような形で構築されており、

本遺跡におけるカマドとしては最も残りが良し」カマドの推定される構築順序は以下のとおり

である。段〉12部分を緩いスロープ;1犬にした後、長径15-30cmの偏平な河原石を連ねて芯材と

し、これに11']ユ灰色の粘質土を内外IHIに捨り上げ、左右袖部と慨出し部を作る。この時、焚口に

近いi万は?f1J1.耳石を 2- 3段にして嵩上.げしている。燃焼部と煙lHし部をi又切るため(住居の

内と外を区切る線にもあたる)大きな河原石を両袖奥部に橋状に渡し、これを粘質土で覆う白

煙出し部を高くするために粘質土で嵩上げし、他の部分も粘質土で補強する。このようにし

て構築されたカマドは、全長1.3m 、 IIJIω.6-0.8n人前後のもので、両袖の内~J@ はO.3m で、ある。

焚口部から燃焼部・煙出し部にかけての内出はliく焼けており、芯材となった河原石も火熱の

ため一部でボロボロの状態である。柱穴は四隅と南・西辺に 1個ずつの計 6個が、確実に本住

居跡のものと思われる口柱穴の深さは床面から25-35cmの深さを持つ。

床面中央やや南寄りに、任37cmの円形を呈する焼土がある。この部分は非常に良く焼けて床

面が赤化しており、さらにこの[LJの中心部は径約20cmの円形に黄白色化している。この焼土の

北1li1J50cmには、長径25cmの偏平な?hJl京石が!示而に.HRめ込まれるような形で存在する。 河原芯の

下は、径約25cmのスリ鉢状に窪んでおり、その底面はよく締まっている。同問から遺物は出土

していないが、両者は何らかの関連を持つものと考えられる。埋土中から土師器蜜形土器口縁

部 1-b類(第15凶22). n -b類(21、23-25)・V主主!(26・27、第141刻28・29)が、把手付土器

(第 22[~ 4 )、須恵器(第23凶 1・9)、鉄器(第321.g151)が出土している。

S I22 竪穴住居跡(付図上凶版10)

SI44緊穴住民跡の北辺北側に、北京隅と北辺の白;が検出された堅穴住w;-跡である。確認

した匝jはSI 22・27竪穴住居跡と!司じであるが、その後の精査でも全体プラン・他遺構との新

!日関係を明らかにすることがで、きず、 S144の断面土層図作成中に S144よりも新しいことが

判明したものである。 S1 27とは床面レベルが同じであったりして新!日関係はわからなし」平

面形は不明で、柱穴は、 22-1が北東|塙の柱であろうか口深さは!未lfIiから25cmで、ある。 哩土中

から須75器片(第23凶 1)が出土している。

S I 27 竪穴住居跡(付凶 3、図版10)

J1i-状台地中央南側で重複する住屑・土坑群のうち、最も北国側に位置する竪穴住居跡である。

北辺と四辺及び、東辺の一部は明らかであるが、床面北部とi阿部をi括判、ては、撹乱が著しく、

19 



第 4章調査の記録

各遺構聞の新!日関係はほとんど捉えることができなかった。平)古j形は、東西約4.5mX~tf北約5.

1mの隅丸長方形を呈する。深さは0.3-0.4mで、ある。北日主・内壁から20-30cm離れた床面上に

炭化材と焼土が散乱していたことから、本住居跡は焼失したものと兄られる口床面は平jll_であ

るが、しまりは良くなし」柱穴は27-1 -4を本住民跡に伴うものと推定できるが、他につい

ては不明である。柱穴の深さは、床面から50-60cmで、ある。カマドは検出されなかった。遺物

は床面から鉄器(第27図 1・3・5)が出土している。第27図 1はSK39出土のものと接合した

鍬先である。

S 1 54 竪穴住居跡(付図 3) 

81 27男穴住居跡の市側にあり、 8144とItiJ棋;!;-;I)，よ台地の南紋ギ 1)ギリに建てられた堅穴住

居跡である。南辺と国辺の一部を確認したが、市辺は、他の住民跡の各辺が、 i白;総か若干外側

に膨らむ傾向があるのに対し、少し内側に入り込む口従って、もう lつの県穴住民肋;が存在す

20 
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第 l節検出遺構

S 1 132 竪穴住居跡(付凶 3) 

S 1 27竪穴住居跡の床面レベルよりが]30cmほど下而で確認した竪穴住民-跡であるが、動物に

よる撹乱が最も著しい部分にあたり、かろうじて北辺の一部と床面わず、かを検出した。 SK 136 

・131土坑よりは古く、 SK 134土坑よりは新しいと考えられる。床面iは普通の締'まり具合で

ある。

S 129 竪穴住居跡(付凶 4、第 8凶、凶版11)

~-状台地の中央北íWJ に位置する竪穴住居跡である口東側で S K67土坑、西側で SK 77土坑-

S 1 106堅穴住居跡と重複する。 SK 67' S I 106よりも新しく、 SK 77とは判然としなし」平

1[1I形は京両3.5111>く市北2.95mの長方形を呈し、深さは0.25-0.3mで、ある。床面はほぼ平坦で普

通の堅さである。カマドが床面中央東寄りに位置する。細長くて偏平な河原石や大きな軽石の

側面を上にして立てカマドネIn部などの芯材にし、これに黄灰色の粘質土を塗り付けた形のもの

である。 SI44カマドの構築五法と似ているが、崩壊あるいは、河原石が抜き取られているた

め左祁!と煙出し部の一部を欠失している口このカマドは全体の大きさを推定すると、煙出し部

が屋内に位置する形を呈するもので、本遺跡中で、残存しているカマドの中では特異である。

同様の例は鹿角市花!怖のド沢田遺跡 3・4号在)首跡に存在する。本仕掛跡のカマドの主事IJ方向

はN104
0

Wで、北辺の方位 N82
0

W とは22
0

ずれている。カマド内はよく火熱を受けており、

燃焼部からは輔の羽口、右袖南側からは鎌が出土した。カマド内及ぴ周辺から、土師器饗形土

器口縁部VI類(第14図30) 、須恵器(す~Z3凶 12) 、輸羽口(第24図 3 )、鉄器(第27図 2)が出土して

いる。

S 1 70 竪穴住居跡(付凶 4、図版12)

舌:1犬台地中央部から北側にかけては、各々 10以上の県穴住居跡と土坑が重複しており、全体

の平面プランを捉えることのできない幣穴住居跡も多しL 本住居跡は、本遺構と重複している

遺構の中では最も新しいものである。本住民跡の床面レベルよりも深い土坑 SK77・83と

する部分では、主に地山土を10cmiIIi後の厚さに鮎床している。平而形は、京凶4.OmXrH4. 2mの

III告方形で、深さはmJ聞の地山面からO.7~0. 8mで、ある。床[師は、ほぽ土ILttlでカマド付近が竪く

締まっている以外は普通の堅さである。!末一而中央itf寄りにカマドが崩れた灰黄色村i質士、焼け

たj可原布が図のように散乱しており、焼土もあったが、この部分で、約55cmの高さを持つ土南壁

には煙道部等は検出されなかったり柱穴は、四辺を除く各辺に各々 41mlずつの言1-10個検出した。

柱穴の深さは、 4 隅が深くて床面から約60cm、他は30~50cmで、ある。南辺の東側住居外に、 IIJ1~

80cm、長さ50cmの落ち込みがあるが、あるいは本住民の出入口のような役割を果たした部分か

もしれなし」理土中及びカマド付近から土師器整形土保日版部 1-a類(第141Z131)・トb類(32

) II -b 類 (33・34)'V 類 (35~4 1) 'VI類 (41). W 類 (42)、底部 (211~165) 、鉄器(第27図 4)
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第 4章調査の記録

が出土している。

S 178 竪穴住居跡(付図 4) 

SI 70の北側に位置し、北辺を苫;1犬台地北縁ぎりぎりに建てた竪穴住尉跡である。多くの遺

構と重複関係にあり、 SK83・89・90土坑に貼床をしている。 SK84土坑とは同時存在か新し

く、 SI70 竪穴住居跡、 SK77土坑よりは古し」確実には東・両辺のー音I~ しか検出していない

が、 SK83における貼床の状況などから、平面形は束西約4.7mX南北約4.6mの方形を込するも

のと推定される口深さは0.35mで、床Wiは略王子担であるが、日占床した部分などにおいては緩く

窪んでいる。カマドは検出できなかった。柱穴は、 78-1 -5の 51闘は本住居跡に伴うものか

と忠われるが、他にも多くの柱穴があり、明確に出来なかった。 I;~~ の柱穴がおJ60cm と深く、他

には30-50cmで、ある。埋土中から土師器護形土器口縁部麗類(第14図43)、鉄器(第30凶32)が出

土している白

S 185 竪穴住居跡(付図 4) 

SI 70竪穴住居跡、の西側に位置する口 S1 70の西側に、 S1 71竪穴住民跡の床面かと思われ

る平坦面があるが、この部分がわずかに段差を持つために本住居跡の存在を確認した口平面形

傘規模などは不明である。

S 1 71竪穴住居跡(付図 4) 

SI 70緊穴住居跡の西側に位置する竪穴住居跡であるが、西・北辺の一部を確認したにすぎ

ない。 S1 33. 70 • 75脅 78.85や SK 68 . 72・83土坑などと重複するが、これらよりは古いと

判断される。 SI40との関係は不明である。本住民ー跡の存在を確認した段階で、四辺内側に小

さな炭化材や焼土が見られたことから焼失家屋で、あると忠われる口全体の規模は不明であるが、

矩形を呈する比較的大きな住居跡と推定される。床面は平坦で堅さは普通口カマドは検出され

ず、確実に本住居跡に伴うと考えられる柱穴も検出されなかった。

S 1 33 竪穴住居跡(付|当 4、図版13)

東辺がSI70南西約1.5111に位置する竪穴住居跡である。 S1 71県穴住民助;と北側で、 SI75

竪穴住居跡の壁溝ーと東側で重複するが、 S1 71よりは新しく、 S 1 75よりは古し」また、 SK

68・69・76土坑と重複しているが、いずれの土坑にも貼床をしていることから、これらよりも

新しい。平面形は東西2.85mX南北2.7mの111各方形を呈し、深さは0.35mで、ある。床面は平坦で、

合計 6僻|の柱穴を検出した。基本的に各辺に 3個ずつ計 8例の柱を持つものと考えられるが、

東辺中央と東北隅の柱穴は把えられなかった。柱穴の深さは床而から40C111前後で、ある口カマド

は検出されなかった。埋土中から、土師器警形土器口縁音I~ II -a類(第14凶44・45). IV類住日

.VI類(48)把手付土器(第22凶 3)が出土している。

S 1 75 竪穴住居跡(付凶 4) 
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S 1 70の南側で、ほとんどレベルを変えずに数軒の竪穴住居跡が重複しているが、壁溝を持っ

ているところからおおよその規模の推定ができるものである。 S1 107・143との新旧関係は不

明であるが、 S1 33・71・106・142よりは新しし」北西隅部には、大きな木の根があり、この

部分の詳細は不明である。平面形は、東西5.35mX南北約6.0mの111各長方形を呈すると推定でき、

本遺跡にあっては比較的大きな住居跡である。 深さは約0.2mと、 i支し】。床面はほぼ平坦でよく

叩き締められている。本住居跡一指を遺構確認のため精査していた時、関口部を北にする 2基

のカマド状遺構の存在を確かめ、それに SX 35 . 36の番号を付したのであるが、そのうちの S

X36が本住居跡に伴うカマドと推定される。本住居跡床面の北西隅近くにあり、袖部を残して

目前は百iJ平されたものと忠われる。残存している袖部は高さ15cm前後で、灰黄色粘質土を 11届20

cm前後で、U字形にしたもので、その内側床面が良く焼けて亦変している。袖部構築の際に芯材

を用いなかったのか河原石は入っていなしL また、燃焼部と考えられる焼面部分には、平面形

がIpW;7 -13cmで、長さ17-35cmの短い溝状の掘り込みがある。ほぽ垂直に10cmほど掘り込まれて

おり、石の抜き取り痕ではなし'0JWJ向から遺物が出土していないので詳細は不明であるが、他

のカマドに比べて変わっている。あるいは鍛治に関するような遺構かもしれなし」壁溝は上面

幅10-30cm、深さ10-15cmで、南辺の東側を除いて 1周するものと思われる。南辺東側部分は、

約0.8mtまど明らかに構がなし=。出入口部分であるかもしれなv¥o柱穴で確実なのは、 75-1-

3であり、深さは床面から30-40cmで、ある口床面から土師器護形土器口縁部VI類(第14図49)が

出土している。

S 1 106 竪穴住居跡(付凶 4) 

S170の南東側に、東・南辺の一部を検出したものである。 8129・75・70などよりは古い

住居跡であるが、他の遺構との新!日関係は不明である。深さは10cm前後で、この他の規模等の

詳細はわからなし ¥0

S 1 107 嬰穴住居跡(付凶 4) 

S 1 70の南側で、南辺を検出した竪穴住居跡、である o S 1 75と142の出辺に挟まれた形で本

住居跡の南辺があるものの、両者との新旧関係は不明である。南辺は若干iヲ成りに外側に膨ら

む口全体の規模等は不明である。 107 1 -3などが本住居跡に伴う柱穴かもしれない。床面

レベルは 81142床面より 10cm低く、 S1 75床面とはほぼ等しし'0

S 1-142 竪穴住居跡(付図 4) 

SI 70の南側で、 SI74の床面と伺レベルの床面iを持つ住居跡である。現場調査後に、柱穴

配置及び、 SX35としたカマド状遺構の帰属の検討の結果、その存在が明らかになった。平面

形は推定で東西が4.5m、南北 4m以上の矩形を呈するものと思われる。 SX35は本住居跡の南

辺に取り付くカマドであろう。ネIh部の平i扇形は、北に閉口する U字形を呈する口煙出し部は検
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出されなかった。構築方法は、 S1 75のカマドとほぼ向じである。柱穴は、その配置・深さな

どからして142-1 - 6が本住居跡に伴うものであろう。 深さは床1Mから20-30cmで、ある。床

面は平坦で、締まりは普通である。カマド付近から把手付土器(第22図 2)が出土している。

S 1144 竪穴住居跡(付図 4) 

S 1 74の平坦な床面の東部に、 111各東西に走る壁j若手状の掘り込みがあり、これをもって、本住

居跡の存在を推定した。この部分のみの確認であるので、あるいは S1 74 にf'1~ う単なる講であ

るかもしれない口

S 174 竪穴住居跡(付医14、図版13)

S 1 70の南側、 7号状台地のほぼ中央に位置する照穴住民跡で、本住民跡の南側には遺構が存

在しなし'0 S1107・142・144、SK73よりも古く、 SK41よりも新しいと考えられる。 S1 

143との関係は不明である。平面形は東四4.9mX南北約4.3mの!略長方形を早するが、東.Tfli:I立

が直線的なのに対し、 r*J辺は若干外に膨らむ。深さはO.lmで'JI::常に法し」床面は~Iとillでよく締

まっている。柱穴は74-1-9が確実に本住Jr止に伴うものと見られるが、各辺に 41凶ずつで計1

2個を配置したとすれば、 74-10-12がプラスされるかもしれなし Ec 柱穴の深さは 4隅が40-60

cmで、他は20cm前後で、ある臼西辺の一部にのみ上11[Î ~1[~10cm 、深さ 10cmの堅議を持つ口北西隅の

柱穴74-6の埋土上部から第30図25の雁股織が出土している。埋土中から土師器整形土器口縁

部(第14図47)、鉄器(第301}X125、31aJ38)が出土している。

S 1 143 竪穴住居跡(付図 4) 

S174の西側に位宣する竪穴住居跡であるが、四辺にあたる一部のみを検出したのみで、詳

細は不明である口床面は良く締まっており、最も深い部分で約O.lmあるが、床面iが北から市に

行くにつれ上っており、 SK48あたりではその段差もなくなってしまう。

S 147 竪穴住居跡(付図仁第 9図、図版15)

古;1犬台地中央市山寄りに位置し、南辺を台地紙Ftiにして構築された!竪穴住肘跡である。 4)主

の土坑とは重複するが、他の竪穴住民跡とは主出しなし'0 S 1'>16・18・55よりも新しく、 SK 

82との新旧関係は不明で、ある口 SK46 ・ 55 を ~mめて本住跡の床面を構築する際には、地山土

を20-30cmの!亨さで埋め、その上をrIJlき締めている。三ド1fnJI三は京間半 4mX南北約6.3mの長方

形を呈し、深さは0.35~0.4机で、ある。床面はどの部分でも堅く川j き締められ、ほぽ三|乙iLlである

が、中央部から南側にかけては、床面を東聞に区切るような段差を持つ。この段去は 5-10cm 

の高低差があり、西側で低くなっているが、段差部分でも締まった床Ii:Iiの状況に変化はなし'0

本遺跡の住居跡にあっては特異な例であるが、!日]-1i:hi}内における「場jの追いの現れであろう

か口低くなった!未面の南部は、 2.Om X 1. 7mの範[Ji=1で特に1:担く締まった部分カfあり、その中に、

掘り込みがある。これは、長任90cmX絞任50cm深さ25-30cmの不整柏[1]形を!止する.}}nlり込みに、
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長さ 60cm 、 IIJr~i30cm、深さ 5 ~ 7 cmの待状の掘り込みが伴うものである。不整楕円形を呈する掘

り込みの内面はわず、かに火熱を受け、見土最下部には粒子の細かい炭化物が入っていた。 S1 

回

H= 156.200m 
c 

H=156.400m 

正

金9

第 9図 S 147竪穴住居跡カマド

一一寸!>D

一一一(!)F

一一一一。

一一一一 F 
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11竪穴住居跡内の遺構Aに似た様相もあるが!司じではなし」また、この掘り込みの東側約 1m

のところには径約60cmの焼土が見られた。カマドは四辺中央やや北寄りにある。検出11寺にはネ111

き1)などが崩れており、 JG;材に使用したと考えられる河原芯とともに、黄灰色粘質土が河辺に散

乱していた。散乱する黄灰色粘質土中には、本遺跡中のカマドにしては珍しく土姉器整形土器

片が比較的多く含まれている。カマド袖部は明瞭な形で、残存していないものの、両十111の芯にさ

れた河原石2個と支脚に転用された輸羽口が正史している。煙道部は、燃焼音1)から住居壁外に[tiJ

かつて緩やかに上っている(約15
0)。長さ約100cm 、 IIIM20~30cm、深さ 10~20cmで、内面は火

熱を受けて赤化している。なお、本住居跡のj話合、カマドを構築する部分の墜を若二i二ではある

が、住居内側に入り込むようにしているのが特徴で、これは SI56にも共通する。柱穴は47-

1 -12を検出したが、同辺の柱穴については重複しているものもあり、確定はできなし )0 深さ

は47-3 ~ 8 を除き 40~70cmあるが、 47- 3 ~ 8 は20~30cm前後で、ある c 埋土中から:川市-~~護

形土器口縁部 1-a類(第151当50)・1-c類(51). II -a~i員 (52) .直類(53)・V類(54. 55)、臨

羽口(第24図 4)、鉄器(第28図10. 16)が出土している。

S 1 40 竪穴住居跡(付図 5、第10図、図版14)

舌状台地西部北側に位置する竪穴在居跡で、 SI 145・SK86・87と重複するが、いずれよ

りも新しく、本住居跡の床面よりも深い SK87には貼床をしている。平副i形は東問3.0mX南北

3.6mの長克形を早し、深さはO.3~0. 4mで、ある。本住民跡の検出時には、東辺北側に張り 111
，し

部が存夜するのかと推定したが、調査後の検討で、この部分は本住居跡より古い竪穴住出跡(S 

1 145)であると判断した。床面は平坦で、堅さは普通である。カマドは南辺中央やや北寄りに

ある。雨袖の芯材に細長い河原石を立て、これを黄灰色の粘質土で、覆っているが、大部分の粘

質土は流れて、原形を留めていなし」煙出しはj屋外約30cmの部分にある。カマド内から地111を

緩し 1上り勾配のトンネル状に掘ったもので、天井部と両壁が火熱を受けている。柱穴は 91r~1確

認した。 4 隅が30-50cmの深さがあり、東辺の 211者|は 18~25cm と浅し」柱穴40- 9は間イ1一切り

を示す柱穴かもしれなし」床面にほぼ接するかやや浮いた形で 4個の大きな河原石(a-d)があ

る。 aはこの中でも最大で、研磨されて平滑になった部分や、並行する講状の痕が随所に見え

る。住居内に据え置かれた砥石かもしれない。 bなども若干だが平滑な面jを持つ。 埋土中から

土師器護形土器口縁部V類(第15悶56)・VI類(57)、底部(第20凶156)が出土している。

S 1 145 竪穴住居跡(付図 5) 

SI40検出時に、東辺の張り出しとして把えたものであるが、その後の検討で、 SI40に先

行する別の竪穴住居跡と考えられるに至った。床面レベルは、 SI40と同じで、全体の正確な

規模は不明であるが、 145-1 ~ 4が本住民跡に1*う柱穴と考えられるところから、東河約2.6

mX南北2.3mの 111告長方形を呈するものと推測される。柱穴の深さは30~35cmで、揃っている口本
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第四図 S 140竪穴住居跡カマド

住居跡から遺物は出土せず、カマドも不明である D

S 1 91 竪穴住居跡(付図 5、図版16)

舌状台地北西間部には、 7基の土坑と重複する形で数軒の竪穴住居跡が存在する。これらの

竪穴住居跡は、プランがほぼ判明したものが3軒で、他に 2軒以上はありそうであるが、判然

としない。その理由は、各住居跡とも床面レベルをほぼ同じにしていること、柱穴数が多いこ

となどによる。 3軒の竪穴住居跡と各土坑との新旧関係では、 SK 110が最も新しいと見られ

る他は、 63・107・109・111・120のいずれもが、住居跡よりも古いと考えられる。 SK 109・
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117.120は住居跡司蕎築の際、埋土上部に貼床をされている。

重複する住居跡、の中では最も東側に位置し、 [IJ-しE住居跡である。壁溝がほぼ全国していると

ころからプランがわかる。平面形は東西5.1mX南北6.0mの長方形を呈し、深さは0.2-0.25mで、

ある。床面は平坦で堅く締まっている。東辺から四側に約1.2mの床面上には炭化材や炭、焼土、

灰黄色粘質土などが散乱していたことから焼失したものと考えられる。カマドは東辺寄りにあ

り、煙道部と燃焼部であったと見られる焼土を確認したが、 tlJI部などは明瞭でな ¥;'0 煙道部は

屋外に向かつて緩く上りになる構造で、 S 1 40・47のものなどにi似る。

壁溝は、東辺で一部判然としない部分もあるが、ほほよと!討する。 IIJ福10-25cmで、深さは床IIcIIから

10-15cmで、ある D この壁講は Sk109・120との重複部分では各々の埋土を切っており、丙辺の

一部には、 S1 108・121構築の際のものと見られる貼床がわずかに見られる。柱穴は 4偶と各

辺の中間に 1個の計 8個と見られ、日差溝内にある。 深さは床面から 4P再の柱穴が40-50cm、他

は20-30cmで、ある。 遺物は多く埋土及びカマド周辺の床1Mから、二!-_mlî 諒護形土.~~口縁部 1 -a 

類(第 15図58)・1.-b類 (59)・II-b'類 (60)・直類 (61). IV類 (62)・V類 (63・64. 66・

67) . VI類(65・67・68)、底部(第21図170)、把手付土器(第22凶5・10)、蹄羽口(第25凶 7)、

鉄器(第 28凶 8)が出土した。

S 1 108 竪穴住居跡(付図 5、国版16)

S 1 91を孝子南方向にずらして立て替えた竪穴住居跡であろうの平}雨形は東丙約5.8mX南北

約6.5mの長方形を呈するものと見られる。この場台、四辺は SD 100空掘跡の掘り込みライン

とほぼ平行し、そのラインからわず、か数cmしか離れていない部分がある。このことからすれば、

本住居跡は SD 100が掘られた後で、この場に構築されたものか、 SD 100を掘る時にここに存

在したかのいずれかで、 SD 100構築よりも相当前になるものとは考えられなし」床面はほぼ

平坦で堅く締まっている。柱穴は108-1 -16などが、{立i在的、深さなどからそれに相当する

ものと考えられるが、明確ではなし」柱穴の深さは床面iから、 30-60cmで、ある。 出土遺物は、

そのほとんどを S1 91で取り上げているため、本古跡のものと特定できるものは少なしミ口組

土中から土師器護形土器口縁部第rv類(第16図69.70)、底部(第20凶158)、J巴手付土器(第22凶

6 )、鉄器(第30l羽27、31図48)が出土している。

S 1 121 竪穴住居跡(付図 5、留版16)

S 1 91・108と重複する中でカマド Bを持つ住居跡として、柱穴配置、土層断面の観察など

から確認した住居跡である。カマド BはS1 91を掘り下げて行く途中に、)天黄色の粘質土が水

平に切られた形で現れたものである。また、これらの住JrlT群を-tJnlり下げる|際に、十字にベルト

を残し、|折面観察を行ったが、この断面に S1 91の床而から約10cm上に、厚さ 2-4 cmのよく

締まった面が存在したことからこれを本住居跡の床面とした。従って、カマド Bの北両側に示
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されている焼土は、本住居跡よりは古いものであり、 S 1 91か 108に伴うものと見られる。平

面形は、東西約5.4mX南北約5.5mの方形を呈するものであろう。柱穴は121-1 - 9の他、 108

5-8がこれに当たるものかもしれなし ¥0 121-7が深さ60cmある他は約20cm前後と浅い。

S 179 竪穴住居跡(付回 5) 

舌状台地の西端中央に位置し SD 100空掘跡に切られている竪穴住居跡である。重複する S

1 108・121、SK 113・122よりも古し」西半分と北東部を切られており、南北の長さは不明で

あるが、東西は約6.3mの比較的大きな1t肘跡である。カマド、柱穴は検出されなかった。

S 160 竪穴住居跡(付図 6、図版16・17)

舌;IJ~台地南凶部でも 8 軒以上の竪穴住凶跡と 13基の土坑が複雑に重複している。本住居跡は、

その中で舌状台地中央側に位置する口 SI56・90・97・126、SK59・64・65・93・114と重複

するが、 S1 126、SK 59イト 65・114よりも新しく、 SK93より古し ¥0 SI56.90'97との

関係は不明である口 SK 59・6r1・ 65・114と主複する部分では、これらの県土上部に貼床を施

している。~Y:l自j形は柱穴配置から、東f![jギJ4.5mX南北5.3mの長方形を呈するものと思われる口

深さは0.1-0.2mで、ある。柱穴は、 60-1 -10の10個が本住居跡に伴うものと考えられる。北

辺には、 5倫!の柱穴があるものの、他辺はこれより少ないが、詳細は不明である。床面は平坦

で堅く締まっている。床面中央から南東側にかけて、広い範囲に焼土が見られるが、この部分一

帯は他の床面部分よりもわずかに高くなっており、特に堅い。何らかの施設が存在したの

だろうか。この焼土の南西側に拳大かそれより若干大きい円醗が数個まとまって出土している。

カマドは検出できなかった口

S 1126 竪穴住居跡(付図 6、図版16)

S 1 60よりも大きくて、東西に長い長方形を呈する竪穴住居跡である。全体の 3分の 2をS

1 60に切られているために、 SK 59・64・65. 114等の新!日関係は不明で、 S1 56・90・97と

の関係も同椋である口 S1 61 . S K 93よりは新しし」東.VLTに壁講を持ち、これと柱穴配置か

ら、半面形は東西約6.3mX南北約5.0mの長方形を呈するものと忠われる。深さは 5-10cmで、あ

る口床面はしっかりしており、平坦である。壁溝は11I面1O-30cmで、深さは10cm前後。柱穴は115

-1-12が本柱肘跡に伴うものと忠、われるが、南辺についてはもう少し多いものと推測される。

深さは床面から25-40cmと比較的浅い口東辺壁講南寄りから第30ugl26の鉄製品が出土している。

出土遺物は、土器底部(第21閤166)、鉄器(第30図26)が出土している。

S 156 竪穴住居跡(付図 6、図版16)

舌状台地南関部分遺構群の東部にあり、 SI47凶辺とは50cmしか離れていなし」東辺のみ明

らかで、他は柱穴配置から推定した口 SI90・97、SK 116と重複するが、 SI97、SK 116よ

りくて SI90より新しし ¥0 平面形は東西約4.0mX南北3.9mの略方形を呈すると思われ、深さ
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は約O.lmで、ある。床面は平坦で、堅く締まっている。カマドが束辺北側に付くが、灰黄色粘質

土の崩れが著しく原形を留めていなしE。上面は奇Ij平を受けており煙出し部は残存しなかった。

カマド部の壁は SI47と同じように、その部分のみやや内側に入る傾向がある。柱穴は56-1 

-9までが本住居跡に伴うものであろう。 4隅と各辺中間に 2伺ずつ配される形と考えられる。

柱穴の深さは15-30cmと比較的浅し」出土遺物は、土師器護形土器口縁部 1 b類(第16図71・7

2)、II-b類(73) 、土器底部(20図 160 ・ 168) 、鉄器(第301~23)が出土している口

S 1 90 竪穴住居跡(付図 6、図版16)

SI 56とほぼ同じ場所に構築された摂穴住居跡である口 SI56と床面レベルが同じであり、

新!日関係は明確さを欠くが SI56よりも古し 1と思われる。他の遺構との関係では S1 61・97、

S K94・114よりも古く、 SI 57よりも新しし」柱穴・壁溝から推定される平而形は東西1.5m

×南北4.4mの略方形を呈する。床面は平坦で堅く締まっている。 4辺とも、連続しない壁講を

持つ。柱穴は90-1 -7が本住居跡に伴うものと見られる。

S 157 竪穴性居跡(付国 6) 

S 1 56・90の南側に位量する竪穴住居跡であるが、東辺の一部と床面の一部を検出したにす

ぎず、詳細は不明である口この周囲の中では段も 8¥.-.住居跡と考えられる。出土遺物は、土師

器護形土器口縁部 1-c類(第16図74)・百類(75)が出土している。

S 1 97 竪穴住居跡(付図 6) 

SI56床面中央部で、東西を半載するような 5-10cmの段差が兄られ、これに沿う柱穴の存

在するところから本住居跡を確認した。 S1 56・90・60・126よりも新しく、 SK 116より古い

が、その他の遺構との新i日関係は不明である。東辺と北辺の一部がわかるが、他は不明で、南

北4.3m以上の規模を持つと思われる D 床面は平坦で堅い口 97-1 -3の柱穴 3個が本住肘跡に

伴うものであろう。柱穴の深さは20cmと浅い。

S 161 竪穴住居跡(付図 6、図版16)

舌状台地南西隅部に位置する竪穴住居跡で、1t_ti辺が SD 100空堀跡の掘り込みライン|捺に沿

うところから、 SD 100が掘られた後に構築されたものと考えられる。また、南辺も台地縁に

ほぼ平行するところから、地形を考慮に入れた位置取りをしたものであろう。本住民ー跡と重複

する遺構の中では、 SK93が新しいだけで、他の全ての遺構は本住居跡を構築する際にH占床さ

れている。平面形は、東西5.4mX南北6.5mの長方形で、深さは0.2-0守 3mで、ある。床TMは貼床

部分も含めてよく叩き締めており堅し ¥0 カマドは、東辺北寄りに位置するが、灰黄色粘質土が

崩れており、原形は保たれていなかった。南辺から両辺の一部に樫構が見られるが、あまりしっ

かりしたものではな ¥.-¥0 上面Ijl話20-40m、深さ10cm未満で、ある。柱穴は61 1 -14までが本住

居跡に伴うものと推測されるが、不明な部分も多い。各辺に数本ずつ配されたものであろう。
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第 l節検出遺構

深さは床面ーから20-60cmと一定していないが、隅の柱が比較的深し ¥0 出土遺物は、土師罷護形

土器口縁音I~ n a類(第16図76). n -b~á'i( 77)・ IV類(78). V 類(79)、把手付土器(第22図

1 )、鉄器(第29[話19)が出土している。

S 1 105 竪穴住居跡(付凶 6、凶版16) 

舌状台地南西隅に位置し、 SX58、SK 104の埋土にWi床をした竪穴住民跡である。丙辺を

明確に捉えることができなかったが、東西l3.1m X南北4.1mの長方形を呈する:，[-:出プランで、少

し離れた地LLI1面からのj菜さは約0.5rnで、あるJ示出は幣く締まっている。カマドは検出されなかっ

たD 柱穴は 4隅と各辺の中間jに1例ずつの計 8佑iであるが、西辺の中央柱は捉えられなかった口

深さは床面から，10-60cmで、ある。

S 1137 竪穴住居跡(付図 7) 

S D 100の南西側には、調査区外も合めて狭い)面積ながらも平56面がある。この平坦面には、

S D 100・101に先行すると考えられる S1 137・141、SK 139・140などの遺構が構築されてい

る。

S 1 137はSD 100によって、束三Î -を高Ijり取られた竪穴aJtl-跡で、ある。{主主刊占;の南からillij立に

かけて設けられた壁講によって、本住居跡を確認したのであるが、構築された部分は、地山に

含まれる黄褐色風化軽石が比較的大きな塊となっており、霜柱等によるものかボロボロになっ

ている。このため、北辺を確認することができなかった。 137-1 - 5は、本住民踏;に何らか

の形で伴う柱穴かと考えられるが、 137-4を北端と考えれば南北約6.2m、137… 5をそれだと

すれば、 T~j北約6.8mの規模となる。 深さは0.1-0.15mで、ある。壁溝は上面11I面25-30crn、深さ 5

-10cmで、ある。床面は上述のような理由でボロボロの部分と、よく締まっている部分とがある。

S 1 141 竪穴住居跡(付図 7) 

S 1 137の南側にあるl1Jci跡で、同辺の一部のみを検出した。他の大部分は調査区外及びS

D 100に切られている口深さはO.lm未満で、ある。西辺から 50cm~JI(~れた!ぷ[Mf~(上から焼土を検出

した。

3 土坑

調査区全体で73基の土坑が検出された。このうち SD 100よりも東側部分にあるものが71基

とそのほとんどを占めている。狭い範聞に多数の遺構が存在するため、遺構の重複が甚だしく

形状の明確でないものも多し」把握した探りでの全体的な傾向として、 5基のフラスコ状土坑

を除くと、 ~l'fの立ち上がりが、程度の完こそあれ垂i立に近く、底面が平16で、堆積土が人為堆

積によるものがほとんどである口したがって土坑…覧表(第 2表)には、基本的にフラスコ状土

坑の場合のみ、確認面iでの直筏と底而での直径を、それ以外の土坑に関しては確認而での長軸
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とtJI事t1の計i!llJfl~î と底1Hî までの深さだけを記した。例外的なものに関しては、i[(il 々の説明の!尽に

その状況を記入した。

S K80 土坑(付凶 2) 

舌状台地東端部で検出されたo ~'I勺Í:lÎ形は方形を止する。 S 1 17及びSX03と)T(彼し、 S1 17 

より新しく SX03 より古しミ遺構である。一度深く.j:}i1i り込んで、その ïl~:後に中央部が五r:T JlIjむよ

うに地山土(.j:Jli1り上げたものか?)を 35~45C I11 Jmめ}廷し、その一 1-.でM らかの物立を燃やしたもの

と考えられる炭化物の層のW~f責土を検出しており、，そのi11:上に白い市111粒 rの物質のみえる部分

もある。さらに人為的に土を坦め、その上でIl}び火を使用したと考えられる炭化物隔がある。

煙か火(熱)を使う作業のためのナー坑と考えられる口

S K128 土坑(付凶 2) 

S 1 01の北側で検出されたフラスコ状を呈する土坑である。北側の 3分の 1:f~が奈川LÎ にかか

り、また木根等で平1Mのプランは明確な背5ではとらえられなかった。!氏HriVei1WJカ可よカfることか

ら、 2つの土坑の可能ttもある。

S K08 土坑(付包12) 

SI07問墜にほとんど接する形で検出された。北京部分のふくらみ、北tiを束三1':. 古il~ に明~{fjさを

欠くが、平面形が束丙方向に長い長方形を呈する土坑と考えられる。 出土中から、土師器護形

土器口綜古ilSII b類(第161吋82).盟知(88)が出土している円

S K06 土坑(付凶 2) 

SI 07の市約 3mで、ん'芳三ないしは長方形の府褐色土を地山上HIIで、確認したが、堆積土が極

めて簿く北壁・西畦部を数cm残すのみの状況しか確認できなかった。市111IJ は宗~1'I(!Î でマ1:1]然としな

し、。

S K09 土坑(fJI当2) 

S K 10土坑東側に位置するつヂIIiI形はiH北に長い隅丸方形をIAする。京i!!lJ町)在iに2つのピッ

トを右ーするが、土坑との係わりは不明である。 出土仁I~I から、 ~tnilí~if護71ラ I~出 r-I 松吉15IV j~[ (f~^;16~ 

83)が出土している。

S K 10 土坑(付凶 2、凶版18)

市つげよ台地東部S1 45北側で、検出された、子Hu形が京両に長い長方形を止する遺構である。 4

日産ともほぼ垂直に掘り込まれ、底面より 5~40cmのところに呼さがJ10cmの以白色の以と炭化物

の堆積土が兄られる。この以と炭化物の!再は四Hの畦HIIから 5~ 15cm離れて検出されており、

土坑を出める段階で捨てられたものと判断できる口出土中から、土!':f]J(iii護形こL~i十日紋1tlS II -b 

類(第16凶84)、底部(第21凶162)が出土している口

S K43 土坑(付以12) 
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第 1節検出遺構

S 1 45・S1 11と重複して検出された。南北にやや長い不整楕円の平面形を呈する。重複す

る2つの住居跡よりも古い遺構で、 S1 11の貼床を埋土上面で確認している。

S K 14 土坑(付図 2) 

S 1 12カマド部分と重複し、南北に長い長方形の平面形を呈する。 S1 12の西壁をわずかに

ではあるが切っており、住居跡よりも新しく、また確認、面上に住居跡のカマドを構築した粘質

士が土坑東側にみられ、埋土中にはみえないことから、剃ってまもなく坦iめられたものと判断

できる口県土中から、鉄製品(第28!当12)が出土している。

S K 15 土坑(付図 2) 

S 1 11南側 SI16'SK127と重複して検出された口このうち最も新しい遺構で、平面形は

東西に長い長楕円形を呈する。掘り込みは湾曲しており、床面も平坦ではない。埋土中から、

土師器整形土器口縁部 1-b類(第16図85)が出土している。

S K 127 土坑(付凶 2) 

S K 15の真下から検出された、東丙に長い隅丸長方形の平面形を呈する遺構である。 S1 16 

の貼床を黒土上一両で、検出しており、これより古いと考えられる口埋土中位に炭化物層(ワラ・

カヤ灰か)がみられた。埋土中から、土師器護形土器口縁部 1-b類(第16図86)・V類(87)、

底部(第21凶159)、手提ね土器(第22図11)が出土している。

S K49 土坑(付[z]3 ) 

舌状台地中央部 S1 23の北京隅の延長線上に位置する。 SK 18 . S K 19に大部分が重複し、

一番古いこの土坑は、わず、かに北京コーナ一部分を残すのみであるが、方形又は長方形の平面

形を呈する土坑と推定できる。

S K 19 土坑(付l::gj3 ) 

S 1 49 . S 1 18と重複し、平面形は南北に長い長方形の平面形を呈する。 SK49より新しく、

S K 18より古い。床面はほとんど平Jl::lである G

S K 18 土坑(付凶 3) 

S K49・SK 19、さらに SK50と切り合う遺構でこれらの中で最も新しく、平面形は11治

方形を呈する。床面は中央部がやや高くなるが、ほほ平坦で SK 19 より約lOcmi~~ し '0 埋土中か

ら鉄製品(第28図 13)、銅製品(図版26)が出土している。

S K50 土坑(付図 3) 

東側半分を SK 18に切られているが、平副形が方形と考えられる土坑である。 深さは約90cm

で床面は平坦である。最下層にワラ灰のような炭化物層があり、その炭化物の真上に灰自色の

物質がのっている。さらにその面から 15~20cmの層をおいて、厚さ 5 ~10cmのワラ灰の層があ

り、状況は SK80と類似する。確認面から約15cm下の北側には堅くたたきしめられた層が2層
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あり、その下にもワラ灰層がある。人為堆積であることは疑いないが、この土坑自体でワラが

何回かにわけで燃やされたものかどうかは不明である。埋土中から、把手付土器(第22凶 9)が

出土している。

S K 129 土坑(付図 3) 

舌状台地中央部やや東寄りの北端に位置し、北側が斜面で遺存しないが、隅丸長方形の平面

形を呈していたと考えられる口

S K 135 土坑(付!豆13 、 !~I版20)

台地中央部の竪穴柱居跡 S1 23の北側、 SI25の床面下から検出された、関口部が111告円形で

下方が末広がりとなるフラスコ形を皇する遺構である。平沼な底面中央部に遺構に伴うピット

が2つ検出されているが、その用途は不明である。

S K67 土坑(付図 3) 

S 1 29東側に近接し、 SK 30・SK31・SK 88、S1 42と切り合い関係を有する。 SK 31、

S K88よりは新しく、 SK30、 S1 42より古し'0S K 30より一回り大きな円形の土坑のilJ能性

もあるが、北東部と西部の辺部分が残っているだけであり、詳細は不明である。

S K30 土坑(付図 3、図版19)

S K88・SK67の理土を掘り込んで作られた遺構である。平面形は問先方形を呈する口重複す

る SI42 よりは新しい土坑と考えられる。~里土中から、土師器護形土器口縁部V類(第 16凶 89

・90、第17図91・92・93・94)、底部(第20凶149・157)、鉄製品(第30図24)が出土している口

S K31 土坑(付図 3) 

SI 29の北東隅にほぼ接するように位置し、フラスコ状を呈する遺構である。南端を SK67 

. S K30に切られている。底面中央部に遺構に伴うとみられる深さ約30cmのピットがあるが、

性格は不明である。

S K88 土坑(付図 3、図版19)

S K30のほぼ真下にあり、関口部は明らかでないが、その断面形態からフラスコ状の土坑と

判断できる己埋土はシラスのご次堆積土で、ある。

S K32 土坑(付図 3) 

SI 29の東側に位量し、南北に長い隅丸長方形の平面形である。 掘り込みはゆるやかな弧を

描くようになされている。北側部分上面からは河原石 3慣が検出され、底面は南側より凹んで

いる。埋土中から、手控ね土器(第22~14)が出土している。

S K124 土坑(付図 3) 

舌状台地中央部南側遺構群の最東に位置する。 S1 21・S1 52・SK62と重複している上に

南側が斜面で、残っておらず、全体の形状はとらえ難し'0SI21との新旧関係は不明であるが、
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8 I 52、 SK62よりも古いことはほぼ確実である。

S K62 土坑(付凶 3) 

第 1節検出遺構

8 I 52の南辺にほとんど接し、方形又は長方形の平面]f~を呈していたと考えられる。南側が

斜面で残っていなし'0 S K 124よりも新しいことは{確実だが、 8I 52との係りは重複するかどう

かはっきりしなかった。埋土中央よりやや上に!早さ 5-10cmの粘土層がみられる。

S K66 土坑(付凶 3、凶版18)

S I 52 . S 1 44と京援して検出され、平面形は南北に長い長方形を呈する。重複する 2軒の

住居跡よりは百戸、と考えられ、特に 8I 44との係わりは、埋土に貼床が確認できること、カマド

部分の下に本遺構が伸びることから確実である。

S K 123 土坑(付図 3) 

8I 44竪穴住居跡内南側で検出された、東西に長い隅丸方形の平面形を呈する土坑である。

調査時に 8I44の ~rlí床部分の士掃を観察していることから、住居跡より確実に吉い遺構である。

底面から数cm離れて5cm程度の!亨さの粘土層があり、その直上に薄いワラ以:1犬の炭化物層がのっ

ていることが確認されたことから、土;坑内で、ワラ;1犬の物を燃やしたことが考えられる。 出土中

から、土師器費形土器口縁音r)v類(第17図97).V1類(第171i196)が出土している。

S K 134 土坑(付図 3) 

8I44、SK 133と重複する遺構である。東側を 8I44に切られ、西側を SK 133と撹乱部分

によって失っているので形状は明確にはできないが、方形又は楕円形の平fl'Ii形になるものと思

われる。やや斜めに掘り込まれており、掘り込み北面から底面一帯に 5cm弱の炭化物層がみら

れる。

S K 133 土坑(付図 3) 

8 I 27の南東コーナ一部に相当する地域から検出された口平面j形は方Jf~ないしは長方形を呈

していたと思われるが、西側を SK 118に切られ、また撹乱で、失っている。 SK 134より新しく

S K118より ltし'0

S K 118 土坑(付図 3) 

舌状台地中央部南辺部から、 8I 54、SK 133と重複して検出された。この中で段も新しく

南北に長い長方形の平面形を呈する土坑と考えられるが、動物(キツネか)による撹乱が激しく

上i師からのプラン確認が出来なし斗犬況であった。

S K 119 土坑(付図 3) 

S K 118土坑と重複し、これより古い土坑である。方形または長方形の平面形と考えられる

が、東部を SK 118に切られている。やはり撹乱が激しく堆積土の把握はで、きなかった口

S K 136 土坑(付凶 3) 
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S I 27の床面下、 S I 132の床面を掘り込んでいる、やや東西に長い桔円形の平面を呈する

土坑である。 SI 132より事rrしい可能性が高しヨが、断言はできなし」

S K131 土坑(付図 3) 

S I 27の床面下で、検出された、平岡形が南北に長い長方形を呈する。 SI 27より古いことは

ほぼ確実であるが、東側を接する SI 132との新!日関係はわからなし」

S K130 土筑(付図 4) 

状台地中央部北側、 SI29北側に位置する口北側は斜面で、残っていないが、方形ないしは

長方形の王子面形をなしていたと考えられる口

S K26 土坑(付図 4) 

舌状台地のほぼ中央部、 SI 23の西側に位置し、 i略丹形を呈する口遺構上面中央部から石を

1偶検出している口埋土状況から一気に埋められたものと判断できる。埋土中から、土師器饗

形土器口縁部IV類(第17凶95)、須恵器片(第23図8・11)、鉄製品(第31図43)が出土している。

S K41 土坑(付区J4 ) 

舌状台地中央部に位置し、 SI74の東壁と重複し、これより古い土坑である。半面形は隅丸

長方形を呈する。

SK77 土坑(付図 4) 

S K 130の西側に位置し、 S I 29・SI 78・SI 70と重複する口南北に長い長方形の平而形

を持ち、 S170よりは確実に古く、 SI78よりも新しいと忠われるが、 SI29との新!日関係は

判然、としなかった。ここでも SK80・SK50と同様の炭化物層の直上にのる白い物質を検出し

ている。底面中央部やや南よりにピットを検出しているが、これは SI 70北東コーナーの柱穴

と考えられ、本遺構とは係わりないものである口理ニ|二中から、土師器護形土器口縁部盟類(第17

図98・99)、鉄製品(第28凶 9)が出土している。

S K92 土坑(付[2(14 ) 

SI78北鰯に位置する口北側が斜面にかかり現存しておらず、また残っている部分も不整形

で、平面形は不明である。底面iにピットが211日検出されているが、土坑に伴うものかどうか判

断できない。

S K89 土坑(付図 4) 

S1 70の北側で検出された。平面形は東西に長し=長方形を呈する口 SI78・SK90と重複し

ており、前者より古く後者より新しいと考えられる。開土中から、土師器聾形土器口縁部V類

(第17図100)が出土している。

S K84 土坑(付図 4) 

S K89の関側に位置する。市北に長い長方形を呈する平面形で、 SK90・SI 78と重複関係
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にあり、 SK 90より新しいことは路実であるが、 S1 78とは、不明である。 S1 78より古いか、

或いは S1 78竪穴住居跡内の付属施設であった可能性がある。埋土中から、鉄製品(第30図30)

が出土している口

S K90 土坑(付IZI4 ) 

S K 89 . S K84、 S 1 78・S1 70、SK83等多数の遺構との重複が認められる土坑である。

主複する他の土坑より底面が浅く、平面形の大きいことが予想され、 :>T'.:而形は南北に長い長方

形を足していた考えられる。これら全ての遺構より(1ぃ。

S K83 土坑(付図 4) 

S1 90・S1 70・S178・S1 85と重複して検出された。東西にやや長い長方形の平面を呈

する。 S1 70と重複する部分で、貼床を確認しており、本遺構の方が古く、土層断面観察から S

I 90・S1 78 . S 1 85よりは新しいものと考えられる。埋土中から、土師器蜜形土器口縁部

V類(第17図101) .目類(102)が出土している。

S K73 土坑(付IZl4) 

丹状台地ほほ中央部に佐官空し、平面形は略方形を呈する。 S1 74と重複し、本遺構の方が新

しい口埋土中{立に!天主体で炭化材・焼土粒を含んだ!爵がみられる。底面は中央部が10cm以上回

んでいる口柱穴と考えられる土層もみられるが、これはこの遺構に伴うものとは考えられなし'0

埋土中から、土師保護形土器口縁部 1-b類(第17図103). n -a類(105).宜 -b類(104)、鉄製

品(第31凶41)が出土している。

S K72 土坑(付区J4 ) 

S K83の西、 S1 71と重複して検出された。南北に長い長方形の平面形を呈し、 SI 71より

新しいものと考えられる。

S K68 土坑(付図 4) 

S K83の南、 S1 33 の北京コーナ一部分で検出された。平副Jf~は東西に長い長方形を呈する口

S1 33・SK 76と重複している。本j立構t)nlり下げ、中に SK 73を検出し、 S1 33の貼!示を確認し

たことから、 SK73より新しく S1 33よりは古し、土坑であることがわかる。

S K76 土坑(付図 4) 

SI 33北東コーナ一部分で、 SK68を掘り下げ中に検出された。平面形は南北に長い楕円形

を呈する。重複する 3遺構で一番古い。

S K69 土坑(付凶 4) 

S 1 33南東コーナ一部で検出された口略方形を呈する平面形をもっ土坑である。 r南著側のブプ。ラ

ンを伺確:認した治而iから約40恥cm下で、釘自l

れる O
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S K48 土坑(付図 4) 

S 1 33の南辺から約2.5m南側で、検出された。南側を S1 47とSK 55によって切られているた

め本来の形状は明らかではない。方形又は長方形の平面形を呈していたものと考えられる。埋

土中から、鉄製品(第31図42)が出土している。

S K55 土坑(付凋凶 4、凶版19)

S 1 47北東コーナ一部で検出された口南北に長い長方形の平面形を早する。埋土中で S1 47 

の北東コーナ一部分の貼床を検出しており、重複関係にある SK48より新しく S1 47より古し E

遺構である。床面から 31聞のピットが検出されているが、北側に並ぶ 2f闘は S1 47の柱穴と考

えられ、残りの 1個に関しては遺構に伴うものかどうかわからなし」現土中から、土師器護形

土器口縁部 1-b類(第171iSJ109)、鉄製品(第30図錦、第31図47)が出土している。

S K46 土筑(付図 4) 

S 1 47南東コーナ一部に位置し、南側が斜面ぎりぎりに構築されている口平面形は南北に長

い長方形の部類に入ると思われるが、北辺より南辺の方が約20cm広くなっており、掘り込みも

ほぼ垂直の部分とやや内側に入り込む部分とがある。 S1 47のコーナ一部分の日Ili床が埋士s 中で

確認されていることから、 SI47よりも古い遺構と判断できる。埋土中から、輸羽口(第25図

9 )が出土している。

S K82 土坑(付図 4) 

S 1 47の南西隅と重複する形で検出された。 ijLj自i形は不整形で表現しがたし弘明確ではない

が、 S1 47より古いと考えられる D 底面は平坦ではなく 1mよりも東側が深く円んでいる。

S K87 土坑(付図 5) 

SI 40の西側中央部と重援して検出された。東西に長い隅丸長方形の平副形を呈する。重複

する SI40との新旧関係は、 S1 40が本遺構を切って構築され、貼床を施していることが土層

断面の観察から明らかで、 SI40よりもLi{い土坑である。埋土中から、土師器整形土宗口縁部

1 -c類(第17凶110)がtB土している。

S K86 土坑(付図 5) 

S K87の南側に近接して{立置する o S 1 40によって東側を切られており、全体の形状は明ら

かではないが、方形もしくは長方形の平面形と考えられる D

S K34 土坑(付図 5) 

SI 40の南側約2.5mの所で、検出された。平面がsl告円形で末広がりの掘り込みをもっフラスコ

状の土坑である。堆積土上面北側部分にみられる焼土属とその下の層は、この土坑が理まった

後で新たに掘り込んで捨てられたものと判断できる。埋土中から、土師器室形土器口縁部 I

a類(第17図111)、底部(第20図152)が出土している。
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S K 111 土坑(付図 5) 

S 1 91の北辺付近で S1 91・SK63と重複して検出された。南側 S1 91に、西側を SK 63に

切られており、この 2つの遺構よりは古い土坑である。平面形は不明である。

S K63 土坑(付図 5) 

S D-100によって区切られた舌状台地の北西縁辺部に位置する。 S1 91 . S 1 108の北壁とほ

とんど接するように掘りこまれ、斜面によって北辺と東辺が存在しないが、平面形は隅丸方形

か隅丸長方形の可能性がある。 SK 111より新しい土坑である口

S K117 土坑(付図 5) 

S K63の約 2m南で検出された。平面形は南北に長い長方形を呈する。西壁は底面ーから 3分

の2程まではほぼ垂直に立ち上がるが、それから上はゆるやかに横に広がりながら立ち上がり、

東壁は底面から中程まで斜めに立ち上がった後、垂直に上がるという変則的な立ち上がりを示

す。底面も平坦ではなく中央やや南側で、段がつき 5cm程下がるが、この部分が別の土坑なのか

どうかは不明であるの S K 109と重複し、本遺構の方が新しし=。

S K109 土坑(付図 5) 

S K 117と同位置にあり、これより大きな土坑である口北・西辺を見る眼りは方形の平面形

と考えられるが、東辺は不整形であり、形状ははっきりしなし'0S K117とS191と重複し、

この中で最も古1;)0 壁がゆるやかに開いて立ち上がる遺構である口

S K 110 土坑(付図 5) 

S 1 91南西部で検出された。平面形は楕円形である口 S1 91・S1 108・S1 121の3棟の竪

穴住居跡と重複するが、最も新しいと考えられる。埋土中から、土師器聾形土器口縁部V類(

第18図112・113・114)・VI類(115) .四類(116)、底部(第21図 163.167)、縞羽口(第25図 8)、

鉄製品(第29図21、第31医!羽)が出土している。

S K 112 土坑(付図 5) 

北側を S1 1 21 . S 1 1 08と西側を S1 79 と重複して検出された。 ~I正面形は略flJ形を単する。

震複している中で一番新しい遺構である。埋土中から、土師器翠形土器口縁部n-b類(第18図

117)が出土している口

S K 113 土坑(付図 5) 

S D 100に酉側を切られている竪穴住居跡 S1 79の、甫東コーナ一部分と重複して検出され

た。円を 4分割したような扇形の平面形である口 S1 79より新しい。埋土中から、鉄製品(第

31国44)が出土している。

S K59 土坑(付図 6) 

舌状台地西1P'IJ中央部に位置する。平面形は南北に長い椅円形を呈する。 S160・SK65と
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複する。 S1 60に伴うと考えられる柱穴及び貼床を検出しており、また SK65を切っているこ

とから、 SK65より新しく、 S1 60より古い土坑である。埋土中から、土師器蜜形土器口縁部

V類(第18図118・119・120・121)、底部(第20図150)、須恵器(第23凶15)が出土している。

S K65 土坑(付図 6) 

S 1 60竪穴住居跡内で、 SK59の西側部分と若干重複して検出された。隅丸方形の平面形で、

ある。 S160の貼床部分が、 SK59から連続していることが確認されている口重援する遺構で

は、最も古いものである口

S K 114 土坑(付図 6) 

S 1 60の北西コーナ一部分に位援し、 SK64とも重複して検出されている。比較的浅い土坑

で、全体の形状は判然としない。 S160の貼床部分を確認しており、また SK64に切られてい

ることから、重複する雨遺構より古いことは明らかである。底面にピ y トが7位!みられるが、

これは本遺構に伴うものとは考えられなし」

S K64 土坑(付図 6、図版20)

S 1 60・S1 126・SK 114と重複して検出された口平面形は、南北にやや長い隅丸方形を呈

する。一度掘ってからすぐにお数cmほど埋め戻し、この段階で板状の材木やワラ・カヤを全体

に敷き燃焼させたと考えられる。堆積土の状態から同様のことを少なくとももう一度は行って

おり、土坑の壁、特に東壁面が焼けて灰白色になっていることを考えあわせるならば、本土坑

がかなりの回数にわたって火を用いるための施設として使用されたことがうかがえる。埋土上

商から S1 60の貼床が検出されており、 S1 126・SK 114より新しく S1 60より古い遺構であ

る。埋土中から、土陣器護形土器口縁部II-b類(第18図123・124)' V類(125・126・127・

128 ) . VI類(129)、鉄製品(第31図45)が出土している。

S K 125 土坑(付図 6) 

S K64の南側約 1mに位置する。南北にやや長しミil高丸長)J形の平面形態である口 S1 126と重

複しているが、本遺構の方が新しいと考えられる。

S K93 土坑(付凶 6) 

S K 125の約 2m南側に位置し、不整円形の平面形を呈する口 S 1 60・S1 126・S1 97など

と重複し、 S1 126よりは新しいと考えられるが、他の 2つの竪穴住居跡との関係は判然、とし

なかった。この土坑の上面には、粘土・焼土の面があり、土坑を埋めた後に何らかの焼土遺構、

例えばカマドのような施設に使われた可能性が認められる。埋土中から、土師器餐形土器口縁

部 1-b類(第18図130). II -b類(131)・百類(第18図132、第19図133). V類(第19図134・

135・136・137)、底部(第21図161)、手提ね土器(第22図12)、輪羽口(第25図10)、鉄製品(第30

図33、第31図34)が出土している口
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第 2表 土抗一覧

k置構番号 平面形 規 模 遺構番号 平面形 規 模

陣軸(口径)短車由(底径) 深さ 長軸(口径)短靴(底径) i奈さ

80 方形 158 150 130 84 長方形 135 98 50 

を号 略(円形) (160) 240 75 90 (長方形) 230 (173) 43 

08 (長方形) 160 120 31 83 長方筋 220 199 110 

06 (方形又は長方形) 73 略方形 133 121 84 

09 隅丸長方形 140 80 28 72 長方形 90 75 45 

10 長方形 249 180 76 68 (長方形) (105) 82 71 

43 不整楕円形 149 108 65 76 (祷円形) 108 (78) 54 

14 i長方形 106 I 75 18 69 ~方形 157 142 60 

15 長構内形 130 55 15 48 (方形又は長方形) 186 (111) 17 

127 際丸長方形 177 158 75 55 長方形 295 125 61 

49 (方形又は長方形) (71) ( 45) 43 46 長方形 225 178 52 

19 長方形 205 174 90 82 不整形 66 62 33 

18 盟各方形 205 190 100 87 隅丸長方形 223 152 81 

50 (方形) 139 (135) 90 86 (方形又は長方形) 100 (88) 17 

129 (隅丸長方形) [1.20) (110) 26 ⑧ 略円形 132 181 70 

②予 時(円形) 150 175 70 111 不明 (160) [140) 26 

67 略(円形) 直径(285) 44 63 (隣丸方形又は長方形) 269 (207) 35 

30 略方形 213 210 100 117 長方形 80 (52) 47 

③ 略円形 95 147 105 109 不明 20 

⑧ 略(円形) 212 97 110 楕円形 172 152 100 

32 隅丸長方形 123 59 11 112 種差円形 175 154 46 

124 不明 23 113 扇形 半径190 30 

62 (方形又は長方形) 210 (156) 63 59 楕円形 231 152 73 

66 長方形 270 167 48 65 隅丸方形 143 140 56 

123 隅丸長方形 120 85 34 114 不明 208 162 16 

134 (方形又は稽円形) 99 (61) 21 64 構丸長方形 212 180 135 

133 (方形又は長方形) 120 (27) 42 125 隅丸長方形 85 73 38 

118 (長方形) 189 137 90 93 不整円形 188 185 40 

119 (方形又は長方形) 200 (147) 72 116 長方形 91 83 58 

136 楕円形 80 71 27 98 長方形 124 107 55 

131 長方形 150 (110) 59 94 略方形 196 180 67 

130 (方形又は長方形) 130 (124) 20 95 男竜丸長方形 186 145 105 I 

26 略円形 直径(135) (長方形) (168) 144 

41 隅丸長方形 186 [111) 8 104 (方形又は長方形) 265 (110) 63 

77 長方形 253 200 115 139 長方形 213 186 57 

92 不明 27 140 不明 (95) 92 52 

89 長方形 127 99 78 

※(  )内は推定形及び推定儀を， ( )内は現存鐘を示す。遺構番号をOでIDlんだのがフラスコ状ピット ※単伎はC照
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S K 116 土坑(付図 6) 

S 1 60の南に位置する S1 96・S1 97と重複して検出された。平面形は東西に長い長方形で、

ある。重複する 2軒の住居跡より新しい遺構と考えられる。埋土中から、土師器護形土器口縁

部町類(第19図138)が出土している。

S K98 土坑(付図 6) 

S 1 61と重複して検出されている。平面形は南北にやや長い長方形を呈し、堆積土の状況か

ら、 S1 61構築の際に本遺構を一気に埋めて貼床を施したと考えられ、 S1 66よりは古い土坑

と判断できる。埋土中から、土師器整形土器口縁部立-b類(第四図139)、SK 1041H土のもの

と接合する輔羽口(第25図10)が出土している口

S K94 土坑(付図 6) 

舌状台地南西部に位置し S1 61と重複する口 111持方形の平面形態である。新!日関係は用士南側

で貼床を確認しており、 S161より古いことがわかる。底面市凶隅からピットを検出している

が、遺構に伴うものかどうか不明である。 思土中から、鉄製品(第30図31)が出土している。

S K95 土坑(付図 6) 

S 1 57と重複して、舌;j犬台地西部の南辺部に位置する。平曲j形は、南北に長い隅丸長方形を

呈する口推積土の状況から、黒褐色土が埋められた時期とそれより後の埋土上面にカマド様の，

施設を構築した 2時期が考えられるが、この施設が霊擾する S1 57 IC付設されたカマドとも考

えられず、この両者の新!日関係は不明である。埋土中から、土師器護形土器口縁部 1-b類(

第19図140).1-c類(141) • n -b類(142 )、手控ね土器(第22凶13)カ{11¥土している。

S Kl03 土坑(付図 6) 

S K95から西側へ約 3mの地点で、検出された。南側が斜由ーで残っていないが、南北に長い長

方形の平面形を呈していたと考えられる口他の遺構との切り合い関係はない口

S K Iu4 土坑(村凶 6) 

舌状台地南西部で S1 61・S1 105・SX 58と草捜して検出されたり S X 58との;重複で平而

形は明らかではないが、残っている部分から長方形か方形と推測できる口重複する遺構の中で

も古いと考えられるが、 SX58との新!日関係は明言できなし」思土中から、 SK 98出土のも

のと接合する輪羽口(第25図10)、鉄製品(第28図15、第31凶35)が出土している口

S K139 土坑(付図 7、図版21)

S D100とSD 101の間の平規部で調査区南側に位置する。やや東西に長い長方形を呈し、 S

D 101と重複する。本遺構西壁がSD 101によって切られ、底部から15cm程度しか残っていない

ことから、 SD 101より古いことがわかる。:J:lt積土中央部に上面が火熱を受けている粘土層が

あり、その状態からこの土坑内で火が使われた可能性が高い口組土中から、土師器護形土器口
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縁部VI類(第四図1430 1440 145)、底部(第20図148)が出土している o

S K140 土坑(付図 7、図版21)

第 1節検出遺構

S D 101をはさんで SK 139の西側から検出された。南部分は調査範囲区域外で未確認であり、

東部分も SD 101によって切られており、平面形は不明である。

4.その他の遺構

調査区全体で、これまで述べてきた空堀・竪穴住居跡・土坑以外の遺構が7基検出されている。

舌状台地の東端部に位霞する遺構から )11買に、その概111告を簡単に記述する。

S X05 (付図 2) 

舌状台地東端に位置し、地山上回で検出された。東半部は木根等により明確ではないが、ほ

ほ楕円形の浅い掘り込みをもっ遺構である。埋土の黒色土を除くと、締羽口・鉄淳(凶版37)・

スサ入りの竪材(図版28)が出土し、灰白色に焼けたi雨が検出された口製鉄或いは鍛冶等、鉄に

関する遺構と考えられるが、詳細は不明である。

S X 81 (付図 2) 

舌状台地東端に位置する。平i奇形は、東側が斜而になっているなどで判然としないが、一辺

2m前後の不整方形に近いものであろう。 深さは0.05-0.2mと浅い。本遺構の北西端では、上

面に SX05がありそのプランがほぼ重なる。理土中から、鉄i宰 e 輸羽口の小破片などが少しで

あるが出土しており、あるし刈土 SX05と一体となる遺構である可能性もある口

S X04 (付図 2) 

S X05の西約 1mの所で、検，':1::¥された。 SX05とほぼ同様の遺構と考えられ、遺存状況はそれ

よりも良好である。長径1.45m、短径1.3mの不整楕円の平面形で、最深40cmの鍋底状の断面形

を呈する。特に西半底部がよく焼けて灰青色の還元状態になっている口埋土中からは縞羽口・

欽淳(図版17忌 37)ースサ入りの壁材(図版などが多く出土している。

S X 03 (1す凶 2) 

S X08と重複して検出された。南北に長い楕円形の平而形で長径1.10m、短径0.79mを視IJる。

浅くゆるやかに掘り込まれており、最深部でも 25cm程度しかなし」この掘り込み面のよににぶ

い黄桜の粘土を10cm弱全面iに敷いている遺構であるが、焼けた痕跡もなく SX05・SX04のよ

うな遺構の未使用のものかとも考えられるが、どのような性格を持つのかは不明である。

S Q38 集石遺構(付図 6、国版22)

舌状台地西辺部 SK 113の~t約1. 5mの位置にある。約40個の河原石(径20-30cm程度)をまと

めて地山商に置いた状態の遺構である。石の配置なと1こ規則性は認められない。同様の石は

S X58の埋土中位で、やはり数10個まとまって検出されている。 SX58の場合、本来の遺構が
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第 4意調査の記録
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第11図 SX04 

中位まで埋まった段階でこれらの石が置かれたものであろう。また、 SD 100 Bの]J_¥;而から若

干浮く形で、重なり合う河原、石が検出されたが(図版22)、この石は読f¥が機能している段階で

堀の中にたまったものと考えられる。

S Q39 薬石遺構(付図 6) 

S Q38の約 3m南の:lililllfffiJ二に位置する。 55cmX45cmの範1mに6-24cm大の河原石を配して

いる遺構である。

S X58 (付図 6) 

S 1 61・S1 105・SK 104・SD 100A . Bと重複する正体不明の遺構である。 SD 100Aよ

り新しく S1 61・S1 105・SD 100 B . S K 104より古し Eことはほぼ確実である。平面形は西

側がSD 100 B に切られているため明確ではないが、東西に長い長方形にj立し \7f~ をなしていた

ものと考えられる。長事lJの現存値約9.8郎、短軸約2.6mを測る。:tit_積土の!早さは、東1WJで、約2.6汎
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第 2節出土壇物

~2.8m、西側 S D 100 Bと切り合う付近で約2.4m、東側と西側の底面でのレベル菜は約 2m認め

られる。西側の埋土中位に河原石の層がある。埋土中から、土師器護形土器口縁部II-b類

(第四国146)・VI類(147)が出土している口

S X138 (付図 7) 

S D 101に東側を切られた溝状の遺構である。現存しているのは3.85mで、確認面のレベル差

が遺構の南側と北側では約10cmあり南側の方が高し'0溝の深さは南側から見た持は約20cm認め

られる。最南端部はピットで約.:10cmの深さがある。当初は竪穴{主婦跡の壁溝と考えていたが、

これに続く部分が存在しなかった。

第 2節出土遺物

本遺跡から出土した遺物は、整理用コンテナで 7箱で、そのほとんどは遺構内の理土などか

ら出土した。出土遺物を時代思Ijにみると、縄文・弥生・平安時代の各遺物が出土している。こ

のうち縄文・弥生時代については、縄文時代後期の土器小破片が10数点、弥生時代後期の土器

小破片が3点、縄文~弥生と見られる麿製石斧 2点、剥片数点であり、 19]示していなし」これ

らの遺物の大部分は、竪穴住居跡や土坑の埋土中から出土しており、舌:1犬台地部分が白Ij平を受

けていなければ、これより多くの遺物が出土したであろうと推定される。また、 5基検出され

ているフラスコ状土坑のうち 4基からは遺物が出土していないため、時期の特定ができないが、

これらの遺物の時代のものであった可能性が強い。

出土した遺物の大部分のものは、平安時代のものと考えられる。以下、平安時代の遺物につ

いて、(1 )土器、(2 )輪羽口、(3 )鉄製品、(.:1 )砥石、(5 )炉壁材、の!I国で説明する。

1 土器

土器は、土師器餐形土器・把手付土器・小型!子JEね土器，須;吾、器(器・護)であり、土師器護

形土器が大半を占め、須忠器は図示したものが全てである。また、これら土器の器種について

みてみると、杯形土器が全く出土しておらず、これが本遺跡出土土器の器種構成における最大

の特徴となっている。

( 1 ) 土師器饗形土器(第12~21関、図版23~26)

出土した土師器は、把手付土器・小型手担ね土器を除くと、全て整形土器である。接合作業

の結果でも、底部から口縁部までの器形のわかるものは l点もない。全て非ロクロ成形で、器

外面は縦方向の粗いヘラケズリやヘラナデ、口縁部のみユピナデという調整である。器内面は

ナデ、あるいはうすくハケ日痕の残るものがある。底部は、丁寧なヘラケズリによって平らに
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第 4章

されているものも若干存在するが、大部分は粗いヘラケズリが施されており、木の葉や席状敷

物の痕を残すようなものもある。胎土には大きな砂粒を含むものと、比較的精選された粘土を

を用いたものがある。焼成は、器形や調整が粗し 1のに比べて、非常に良好である。 IJ[Jくと須忠

器に近いような金属音がする。

図示するに当たっては、口縁部と底部に限ることとし、遺構内出土の口縁部はそのほとんど

を載せた。なお、口縁は平口縁になるものがなく、多少なりとも樹了っている。このため、断面形は

実測する箇所によって全く違った土器ι見える場合も少なくなlio，以下、分額に当たっては、口縁部

の形状の差に拠ったが、各類中の細分は、上記のような理由によって、それほど厳密なもので

はない。

第 I類

膨らみのあるIJ同部から頚部で強くすぼまり、口縁部が大きく外反 a 外{頃する額である o

a (第12図 1):外反・外傾する口縁部の長さが1.5~ 2 cmと比較的長いものである。

b (第12凶 2):外反・外傾する口縁部の長さが、 1cm未満くらいと短いものである口

c (第12図 3):口縁部の形態はb種に似るが、器全体や特に口縁部が薄手の作りのものであ

る。

第R類

口縁部が外反・外{頃するが、 I 類に上ヒベそれが弱く、 JJI枯[~の膨らみも少ないものが多いo

a (第12図4):口縁部の長さが1.5cm以上の比較的長いものである口

b (第12図5):口縁部の長さが 1cm未満くらいのものである。

第盟類(第12図6) 

膨らみの少ない制部から、頭部のごく小さいくびれを経て口縁部が垂直にあるいは少し外傾

して立ち上がる類である口

第N類(第12凶 7) 

膨らみのほとんどない胴部から、口縁部がほぼ垂直的あるいはやや内傾気味に立ち上がる類

で、口縁部と胴部の境目が不明瞭である。

第V類(第12凶8) 

少し膨らみのある即時防、ら、口縁部が内反ないし内傾する類である。

第程類(第12図 9) 

形態的にはV類に似るが、口縁端が水平に切り取られたような形を呈しており、口唇部に明

らかな面を持つ類である。

第百類(第12図10)

全体の形態は第 r~VI 類であるが、口縁端に、横方向のユピナデかケズリによって明瞭な
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段を持つ類である。口縁端は尖り、数量は非常に少ないD

第四類(第20・21図)

第 2節出士造物

便宜的に、底部を本類とした。第20図150-152は丁寧なヘラケズ 1)により平滑な底面、第21

1Z1163-167は粗いへラケズリで、やや凹凸のある底面、第20図153-158、第21凶159-162が両

者の中間くらいのヘラケズリ調整による略平滑な底面としている。また、第21図168の底面に

は木の葉や小枝、 169には育状敷物の痕跡が残っており、 170は上げ底風になっている口なお、

第2û図 14~8 忌 149は胸部下半である。

これらの土器のうち、特徴的なことが 2つある。 1つは、第14凶39、第19[5J133で、両者と

も護形土器rv.v類の胸部下半を水平に切り離したような器]F;を呈する。133は鋭利な刃物

のようなl呉で外1!i1Jカミら切日を人れ、器内中央少し過ぎたところで、折り取ったような痕跡を

持つ。次は、第14図39と第21図159(図版26)で、両者とも胎土に鉄停の小さな粒を含んで、いる D

( 2 )把手付土器(第22図、図版27)

確実には、 7点の把手付土器と 2点の把手破片が出土している。把手付土器は、極小の 1点

が完形品なのを除くと全て破片で、全体の形状の明確なものはなし」把手が付いて口縁部まで

残存している 1-3からすると 2種類の器形がある。 1・2は、ともに口径約llcmで、服部が

膨らみ、網部最大径の部分に把手が付く。 4・7もこの類と思われる。 3は口径約13.5cmで、

胴部が膨らまず、口径が器最大径となるものである口 6もこの類かもしれなし」器形の上から

はこのように 2種類あるものの、把手の付く位置は 1-3とも、口縁端から4.5-5cmに把手

中心が付けられている。把手の付け方は、予め径 2-3 cmの孔を穿っておき、これに棒状の把

手部を差し込み、内外国から粘土で補強する形を取っている o 5は抜く小型の把手付土器で、

外国は、丁寧なミガキが施されているが、アテ面に傷のあるヘラ状工具であったのだろうか、

擦痕状になっている。把手は小さな棒状の粘土を外側から貼り付けただけと見られる。 5は、S1 91 

竪穴住居跡の、北東部床出上の小さな柱穴様の穴の県土中から出土した。 10はn唇部下 6cmのと

ころに粘土が付着しており、あるいは貼り付けるだけの抱予が付いた土器であった可能性のあ

るものである。

( 3 )小型手謹ね土器(第22凶、 sI版27)

手担ねの小型土器が4点出土している。第22図13は外面を細かくヘラケズリしているが、他

の3点はケズリ調整などはなく、まさに子担ねで、あり、指紋がついたりしている。

( 4 )須恵器(第23図、図版28)

須恵器が小破)二?となって、 20点弱出土している。 1-8はl司一個体と考えられる童形土器が

小破片となり、合計 7遺構の埋土中から 1=U土したものである。体部下半は凹凸の少ないヘラケ

ズリが施され、底部は切り離しの後、丁寧にケズリかナデによって平j骨されている口 7は二次
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日i
1.2 S 1 01 
3.4.6 S 1 02 
5 S 1 17 
7 S 1 12 
8.9 S 1 11 
lO-12 S 1 11-13 
13-18 S 1 23 
19 S 1 24 
20 S 1 25 
21-27 S 1 44 

第 2節出土遺物

第13図 出土土器(1 )土師器饗形土器(1 ) 
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第 4章謝査の記録
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第 4章調査の記録

1 S 1 11 
2 S 1 23 

3 S 1 29 
4 S 1 47 

5 S 1 33 
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6 S 1 45 
7 S 1 91 
8 S K 110 
9 S K46 

10 S K 93 

11 S K 98 S K 104 

第25図
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e 
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第 2節 I:H土遺物

i j 

11 

10cm 
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調室の記録第 4~主
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( 3 ) 輔羽口第諸国

主 lこ9 "-' 17は蚕の胸部破片である。外面lζ 、的な火熱によって火パネを起こしている。

アテ似痕がほとんど見えなし」斜方向の平行タタキ自があるものの、内面には、

輪羽口(第24-26凶、民!版29・30)2 

輸羽口が全検出遺構のうち、約 4分の lの遺構内から I'H土じている。明らかに使用された形

S 1 29・47竪穴1t居跡カマドの支脚として転用された形のものくらいで、 f虫で、出土したのは、

のものはほとんどが小片となり埋土中から出土したものである。完形J111は、第24[立J]と第26図

12の 2}，I~ のみである口従って、本遺跡におけーる縮羽口の形態を一括することは難しいが、傾向

としては、第24図5、26図13のように外任の大きいものが少なく、第241611・4、2512(J7・8

のように細身ですらりとしたものが多い。また、第26凶12のように鋭いものと、第24包14のよ

ンは、飴;j:Jよか?1!Þ ~:fn状になった鉄浮の付着部分うに細長いものとがある。図中のスクリーント

を示す。第26図13は、スサ入りの慢が付着している。

鉄製品(第27-32図、図版31-36) 3 
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第 2節出i二遺物

、8をラミ::::>--

fLLTJJJ G 

4ト

ー
即
即
日

n
U
9
4
 

η
i
ワ
μ

i

i

 

円

b
Q
U

A
斗
a
ρ
n
u

ウ
t
q
υ
9
4

9
]
ワ
臼
に
リ

円、U
ハ
b
n
b

r
D
 

-みつ
ω

つd

第27図鉄製品(1 ) 

63 



第 4i主調査の記録
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第 2節出土造物
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出土遺物第 2節
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第 4j害調査の記録

P
丸一、
。S2

:::Eコ----。
50 S 1 23 52 S 0 101 
51 S 1 44 53 表係

鉄製品作)

多くの種類の鉄製品が各遺構のi壁土中及び床面から出土している口図示できたのは53点であ

るが、この中でも品名の不明なものが多い。 lは鍬先、 2・3は鎌、 4は手鎌で、 5・6・22

も手鎌か。 7-9は紡錘車、 10-16は刀子で、 17は小万かもしれなし ¥0 18は鐙かと思われるが、

判然としない。 1枚の鉄板に両側から切り込みを入れ、それを折り曲げて一部重ね合わせたも

のである口軍部全面、青音[i中央両端と下端両隅に小孔を有する。舌部中央両端の小孔のうち一

方には鋲状の差し込みがある o 19は鮫具、 20は絞金具、 21は鉄環である。 23も馬具の一種か。

26-35は鎌である口 24は平根式鋭、 25は雁股鎌であるが、 28は木質部が南側から付着している。

36-44は、畿の茎部か釘の類であろう。 45-47は不明。 48は鎚状鉄製品と思われる。 49は工具

の一種か。基部側に小孔を有し、鋲状の差し込みがある。 50-53は不明である口 50は筒状の製

品で上端左右に小孔を有ーする。この 2つの小孔は筒の内側から穿孔されている。

4 砥石(第33図)

小破片も含めて10点出土している。 1-3は石材が軽石のもので、荒砥であろう。

5 壁材(図版28)

に多くはないが、スサ入りの炉壁材が出土している。多くは各遺構の埋土中から出土し

たが、 SX04・05では鉄浮に混じって小破片が出土している。

6 鉄淳(図版36・37)

竪穴住居跡・土坑を関わず、大部分の遺構埋こと中から鉄淳が出土している。多くは小破片で、

流出淳も多い。 S0101埋土中からは椀形浮も出土している。
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第33図砥石
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第 5主主 まとめ

第 5章まとめ

太田谷地舘跡は、秋田県鹿角市花輪字中畑33-1番地、外l乙所在する。発掘調査は、昭和62

年 9月28日から12月訪日まで行われた。調査面積は 1，520rrfである。調査の結果検出された遺

構と、出土した遺物は以下のとおりである。

検出遺構:空堀 3条竪穴住居跡、51軒土坑73基 その他の遺構 8基

乙れらの遺構は、土坑l乙含めたフラスコ状土坑 5基を除くと、全て平安時代末

葉lこ属するものと考えられる。

出土遺物: 縄文時代@弥生時代の土器片約20点と、石器及びまIJ片約10点を除くと、全て平

安時代末葉のものと見られ、それには次のようなものがある。

土師器警形土器@把手付土器@小型手控ね土器@須恵器@轍羽臼@鉄製品@砥石

@壁材・鉄棒

以下、今回の調査で検出された遺構 e 遺物についてと、本遺跡が存在した背景などについて

若干触れてみたい口

1 検出遺構

検出された遺構総数は、 135遺構であるが、これらのうち127遺構は、空堀3D100の東側約

800 rrfの中に存在する。従って、それらの遺構は重複が著しいが、その重複は平均化された重

複ではなく、遺構の集中する部分と、わずかではあるが遺構の存在しない部分とがあるo ~ iま、

便宜的に遺構の集中する部分を群として捉え、 A--Jの記号を付しておく(第36図)。これらの

遺構群の中には、各遺構が集中して重複の激しい群(C.D.E.H.I)、少ない群 (F. G 

. J)、その中間の群 (A• B) がある。

( 1 )空塘

平坦な台地から東に突き出た舌状台地を区切って独立させるかのような空堀が、 3条検出さ

れている。これらは平坦な台地側から3D102• 101 • 100の遺構番号であるが、位置@埋土@他

の遺構との切り合い関係から、これら 3条の空堀が同時に掘られたのではなく、 SD102→ 101' 

→ 100の順序で構築されたものと考えられる。しかしながら、 SD 100が掘られた段階でも S

D101.102が機能していたか否か、つまり、 3D100以東の遺構群が平坦な台地側(西側)では

3条の空堀で固まれていたか否かについては、確証を得ることができなかった。

(2) 竪穴住居跡
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第34図検出遺構A-J群
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第 51雲まとめ

第 3表竪穴住居跡一覧

竪穴住 平面形 規模 面積 各辺の方位 カマドその
居番号 東西梅 南北崎 深さ髄 鮪2 東辺 西辺 荷辺 北辺 他
SI 01 方形 2.7 2.6 0.4 7.0 N 5.5・E N 6・E N 85.5・H N 83・H 西辺
SI 07 長方形 2.65 3.15 0.5 8.3 N 8・E N 10・E N 83・H N 81・H 焼失
SI 02 長方形 2.0 2.6 0.1 5.2 N 5・E N 2.5・E N 86・H 商辺
SI 17 N 83'科
SI 12 方形 2.4 2.75 0.3 6.6 対3・H N 1・E N 88・E 対81・E 西退
SI 11 長方形 4.3 3.65 0.15 15.7 N 5.5・H N 3・H N 84・E N 83.5・E
SI 13 
SI 45 N 0.5' W N 87・H
SI 16 N 22・H
SI 23 方形 6.25 6.4 0.4 40 N 1・討 N 1.5・2 N 89.5' E N 89.5・E 東辺
SI 24 N 82.5・E
SI 25 N 83.5' iI 
SI 42 (方形) (2.7) (2.95) 0.2 (8.0) N 3.5・5 N 8・E N 88.5・討
SI 21 N 10・H N 89・H
SI 20 N 84・H 焼失イSI 52 (方形) (3.0) (?8) 0.4 (8.4) N 8' H N 4' W N 83.5・E N 84・E
SI 44 長方形 3.2 4.4 0.5 14.1 N 1.5・H N 2.5・E N 86' E N 87.5・H 東辺
SI 22 N 79.5・H
SI 27 隅丸長方剤 4.5 5.1 0.35 23.0 N 10.5・H N 12・E H 77・H H 78・H 焼失
SI 54 H 10・H
SI 132 N 77・H
SI 29 長方形 3.5 2.95 0.25 10.3 H 3・E N 2' E N 83.5' W N 82・H 東辺
SI 70 方形 4.0 4.2 0.75 18.4 N 4.5・E H 1・H N 88.5・H N 90・H 南辺
SI 78 (方形) (4.7) (4.6) 0.35 (21.6) H 4。対 N 10・H N 82・5 N 80・H
SI 85 N 88.5' E 
SI 71 N 2・E N 87.5・持 焼失
SI 33 方形 2.85 2.7 0.35 13.4 N 8.5・H N 13.5' tf N 82・E N 79・E
SI 75 (長方形) (5.35) (6.0) 0.2 (32.1) 璃辺
SI 106 N l'持 N 87. E 
SI 107 N 76' E 
SI 142 

南辺
SI 144 
SI 74 長方形 4.9 4.3 0.1 21.1 N 16.5' W N 18・H N 75・5 N 74.5・E
SI 143 
SI 47 長方形 4.4 6.3 0.35 27.7 N 12・H N 6・H N 87.5・E N 86・E 回辺
SI 40 長方形 3.0 3.6 0.35 10.8 N 9・E N 2.5・H N 86' W N 88.5・H 南辺
SI 145 (長方形) 2.6 2.3 0.35 6.0 N 88.5・H
SI 91 長方形 5.1 6.0 0.25 30.6 N 9.5' E N 6・E N 85・H N 80・H 東辺 焼失 i
SI 108 長方形 5.8 6.5 0.25 37.7 N 14.5・H N 9.5・E N 78.5・H N 71.5'純
SI 121 パ方形) 5.4 5.5 0.15 29.7 N 12・E N 1.5・E 対82.5・甘 N 77・H 3葉遣
SI 79 N 3' E 
SI 60 (長方形) 4.5 5.3 0.15 23.9 N 16. W N 11.5・H N 78・E N 78.5' E 
SI 126 {長方形) 6.3 5.0 0.1 31.5 N 14' W N 12.5・H N 77ゃ E N 78' E 
SI 56 (方形) 4.0 3.9 0.1 15.6 N 7' W H 11.5・H N 87・E N 79・E 東辺
SI 90 N 4・H N 14.5・H N 81.5・持 N 80・E
SI 57 N 8.5・H
SI 97 N 5・材
SI 61 長方形 5.4 6.5 0.25 35.1 N 14・H N 15・H N 79.5' E N72・2 東辺
SI 105 長方形、 3.1 4.1 0.5 12.7 N 10.5・H N 8・H N 74・2 N 80・E
SI 137 N 13・H
SI 141 N 11.5・E

)内は推定値

72 



検出された竪穴住居跡、は51軒で、これをまとめたものが第 3表である。本遺跡における竪穴

住居跡は、地山をほぼ垂直に掘り込んでミ構築された遺構で、平面形が方形あるいは長方形を呈

し、基本的には、カマド@柱穴などを有する遺構を指すが、カマドを有したか否か、必ずしも

明確でないものもこの中に含んでいる。柱穴は、基本的に各辺i乙3個前後有するもののようで

あるが、明確でないものもある。

51軒の竪穴住居跡のうち、その規模がほぼ推定できるものは27軒で、面積の最大は S123の

約40rrf、最小は S1 02の約5.2rrfである口 27軒の住居跡を面積から類別すると、 a:5--11n1:

8I02 • 145 • 12 • 01 • 42 • 07 • 52、 b: 12--19rrf : 81105・33・44・56・11・70、c: 21--24 rrf 

: 8I74・78.27 • 60、 d: 27--33rrf : 8147・121"91.126.旬、 e: 35--40 rrf : 8161・108・23..

の5類に分けられる。これら a--e類の竪穴住居跡l土、 A--J群のいずれかにあるが、同じ類

中の住居跡が重複する乙とは少ない。乙の乙とは、竪穴住居跡の変遷を示す可能性があるもの

の、明確にはなし得なかった。なお、 S1 23竪穴住居跡は、各辺に沿って巡る多くの柱穴とと

もに、対角線上に隅から離れて大きな柱穴が4個存在する。乙れは、他の住居跡の柱穴配置と

は明らかに異なっており、この住居跡が特別な建物であった可能性がある。

明らかにカマドを有する竪穴住居跡は、 8IO1 • 02 • 12 • 23 • 44・29• 70 • 75 • 142 • 47 • 40 

• 91 • 121 • 56 • 61の15軒であるが、これらは東@南@西辺の中央からずれて構築されるもの

で、北辺のものは 1軒もない口その理由については定かで、ないが、秋~冬季における季節風を

避けるためと考えておきたい。

各住居跡、の四辺の方位は、東辺が北を中心にして360

の幅、西辺が同様に300

、南辺が東を中心

lとして290

、北辺が同様に360

であるが、この振れ幅は少なく、特に集中する傾向は見られない。

このことは、集落内における規制の反映と考えられるが、このことから各住居跡の変選を追求

することはできなかった。舌状台地の8D100以東における地形を最重要視した現れと見る乙

とができょう。またこれらカマドの中には、カマド全体が住居内iζ入ってしまったような位選
(註 1) 

iζ存在するものがある。 S129のカマドがこれで、同様な例は鹿角市下沢田遺跡においても見

られるが、明確に製鉄広関連するものか寄かは明らかにできなかった。

焼失したと考えられる住居跡が5軒 (8I07• 20 • 27 • 71 • 91)存在する口これらはA • D .. 

E.H群内 ~C位置し、それぞれの群内においては古い時期の住居跡である。位霞関係及び乙れ

らの時期を考えると、同時に擢災した住居跡の可能性がある。

床面上l乙、通常の竪穴住居跡には見られないような遺構を持つものがある。 S1 11の遺構A

・B.Cがそれで、鍛冶遺構と考えられる。他には、鉄津等が見られず傍証lと欠けるのである

が、 S1 44床面の焼土、 S1 47床面南側の掘り込み、 S1 75のカマドとしたものなども周囲の

状況から鍛冶に関連した遺構の可能性がある。
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(3 )土坑

土坑はその規模 e 形態によって種々あるが、これとは別に、その埋土、 に人為的

に配された粘質土等のあり方によって、以下のような特徴を持つものがある。

a 埋土中に粘(質)土が 5，...._ lOcrnの厚さに貼られ、その上面が焼けているもの (SK123・139)

b : .最下部の埋土lζ地山土が用いられ、その地山土の上で明らかに火が焚かれ炭火物層がで=き

たもの (SK80・127)

c 埋土のなかに炭火物層のあるもの (SK30.59・60・63• 73 • 77) 

d :カマド構築の際に用いられる粘質土が埋土上位にあり、カマド状施設かと思われるものが

あるもの(S K 62 • 93 • 95) 

e 埋土中lこ焼土ブロックや焼土粒@炭化物@炭化材などが捨てられた状況を呈して入ってい

るもの (SK65 • 83 • 1 10 ) 

f :埋土中iζ灰層が厚く堆積しているもの (SK 10) 

g:坑最下部に台色の物質のあるもの (SK50 • 77・80)

土坑 a~g のうち、 a • bは埋土中位で明らかに火を焚いたあるいは用いたものであり、 SK

64などは坑壁が火熱のため赤変している。 cの炭化物もワラ灰状のものであり、その場で焼か

れて堆積した可能性が強い。しかしながら、このような事例をもってして、これらの土坑が単

に、 「埋土中位で火を用いる目的のため」に構築されたもの、と考えることはできない。土坑

の大部分は、底面直上に厚さ 1~ 3 crnの粘性を滞びた黒褐色土があり、この黒褐色土は、竪穴

住居跡床面底上の黒掲色土と同類のものと考えられるからである。つまり、 a--cのような状

況にはあっても、それらは、土坑が掘られる第 1義的な目的ではなく、土坑が使用されなくな

る少し前の二次的な使用結果と見るのが妥当である。このことは、 d~f においても同線であ

り、 e• f においては不要物の捨て場となった結果かもしれないo gの白色の物質については

全く不明である。

S K 31 • 34 • 88 • 128 • 135は、フラスコ状の土坑である口 SK34を除く他の 4基の土坑埋二仁

は、地山土を堰め戻した感のするものであった。 SK34のそれには、黒~暗褐色土で、確認、面

で焼土ブロックも確認された。これらフラスコ状土坑の埋土中からは遺物が出土しておらず、

その時期推定が困難であるが、わずかながら出土している縄文@弥生土器の存在を考えて、該

期のものとすることが可能かもしれない。

(4) その他の遺講

その他の遺構としたものは SX 03 • 04 • 05 • 30.38.58 • 81 • 138の8基である。このうち S

X04は、掘り込みと焼土の状況、及び鉄棒と壁材 o t蹄羽口片などが混じって出土したことから、

製鉄lζ関する遺構であることは間違いない。ほぼこれに近い状況として SX 05. S X81がある
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が、製鉄から鍛冶lこ至る段階の、いずれに当たるものかは不明である。

S X38は、拳大~半頭大の河原石の集合部分である。 SX58埋土中位にも同様な河原石が見

られた。位置的な関係及び河原石の大きさなどからして、空堀8D100B底部にみられた河原石

と関連するものかもしれない。つまり、これらの河原石は、外敵等が侵略して来た擦に投げ付

けられる武器の lつであり、 SD 100 B底部の向原石は、それが放置されたものと見ることも

できょう。

S X58については、その性格@機能とも不明であり、今後の類例を待ちたい。

(5) 遺構群の変選

検出された135遺構のほとんどは、何らかの形で他遺構と重複しており、切り合いのない遺

構は10基に満たない。従って、本遺跡における遺構群は、せまい舌状台地上で、以前にあった

遺構を埋めては構築するということの繰り返しを行っているわけで、最も重複の激しい E群を

とってみると、南北約15m、東西約12汎の範囲内で、竪穴住居跡13軒・土坑15基が切り合って

いる。 E群における竪穴住居跡、の中で最も新しいのは、 S170である。この S170を中心にし

て竪穴住居跡、の変遷をみてみると、(古)S 1 71-33-75-70 (新)と、(古)S 174-144-142-

75-70 (新)などが明らかであるが、後者lこは位霞的な関係からして8175・142• 144 • 74とは同

時に存在し得ない8I106• 107 • 143がその変遷の中に加えられるべきのものであり、 ζれらを

加えると最大で計 7~8 期の変遷が考えられる。このような変遷は、その数こそ少ないものの、

C.D.H.1群などにおいても同様に見られるところであり、 A • B • F . G . J群内の竪

穴住居跡、も、いずれかの期に属するものと見ることができる。

このように、個々の遺構群内での竪穴往居跡に限ってみれば、最大で 8期の変遷が考えられ

るわけであるが、これに出土遺物等を加味しでも、各群を通した全遺構の変遷を捉えることは

できなかった。しかしながら、竪穴住居跡の項で述べたように、 5軒 (8107e 20 • 27 • 71 • 91 

)の焼失家屋の存在は、これらが同時に J躍災したという前提は付くものの、その位置的な関係

などを考慮すると、太田谷地館跡における「ある日の軒数Jを示しているかもしれない。つま

り、 A.E.H群内lζ1軒、 D群内に 2軒の計5軒と、 C.D群内の 1~ 2軒がこれに加わっ

6~7 軒が、本遺跡を集落とした場合の一時期の軒数で、このような軒数を基本として

8期前後継続したものと見ることができょう。

(註 2) 
さて、木遺跡における遺構の埋士を、当地方に平安時代終末頃lζ降下したと考えられている

大場浮石を基準にしてみてみると、①埋土中lζ大湯浮石を細粒でシモフリ状lと含むもの、②大
(註 3) 

湯浮石を全く含まないもの、がある。①の場合の状況は、鹿角市高市向館跡で推察された「分

類 3Jの状態、つまり、 「浮石堆積層が認められない事から、浮石降下以後、浮石層と乙の下

!蓄を掘り下げ遺構を構築したものと考えられ、廃棄後l乙覆土である黒色土等に混入して流れ込
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んだものと思われるJ、とすることができる。②の場合は、高市向館跡では「乙のような稚積

を示す遺構は大湯浮石降下以前に構築されたもの」としているが、本遺跡においては、 SD100

以東の舌状部分においては、遺構群が構築される以前か、構築されても早い時期に、かなり大

規模な首IJ平が行われ、大湯浮石を含む黒色表土及び地山土上部が完全に取り除かれた結果であ

ると考えられる。この間IJ平は 1回だけでない可能性もあるが、その詳細については明らかにで

きなかった。①は、空堀SD100以西の遺構である 81137ぺ41、8K139 "140、8D101 • 102と、

以東の 81791乙見られ、②は 8D 100を含めそれ以東の遺構(81 79を除く )1こ見られる。

空堀と{由の遺構との重複関係をみてみると、空堀SD101は、土坑SK139G 140を、空堀 8D

100Aは、竪穴住居跡 81137~141"79、土坑63をそれぞれ切っており、これらよりは新しい。

さらに、 8D100以東の竪穴住居跡の中で 81108.12い 61の西辺の位置は、 SD100A掘り込

みラインlζ沿ってそれから10--30crnしか離れておらず、これらの竪穴住居跡は、空堀SD100A

を意識して、またはそれに規制されて構築されたものと見る乙とができょう。また、 8X58は

8 D100Aよりは新しく、 8D100Bよりは古い。 8D 100 B に関しては、これより新しい遺構

の検出はなく、最も新しい空堀であるもののその位置 e 埋土中から出土した造物により、検出

された他の遺構群と大きく時代を違えるものではなかろう。

以上のことを踏まえて、本遺跡、における遺構群の大まかな変遷を推測すると、以下のように

なろう。①平坦な台地部から東に突き出た舌状台地iζ、西側が空堀、{告を急な斜面で取り回む

集落を構えようとした時、自然地形(小さな沢)を利用しながら空堀SDI02を掘り、その東側

に竪穴住居跡 e 土坑などを構築する。この時の竪穴住居跡には 81 137 e 141 e 79が、土坑には

8 K 139 • 140 e 63があり、この他にも C.DoE.I群中などに竪穴住居跡 e 土坑などがあっ

たものであろう。②小さな空堀8D101を8DI02の少し東側に掘る。これと同時に存在した遺

構は不明であるが、あるいは 5軒の焼失家屋などが乙れにあたるかもしれない口③SD101の東

側に、大きな空堀SD101Aを掘る。あるいはこの時、乙れより東側の舌状台地部を自IJ平したの

かもしれない。④これより以後は、 SD100A以東で遺構の構築が続くのであるが、竪穴住賠跡

81 23 e 70などの廃棄をもって、本遺跡、が集落としての終駕を迎えるのである。

これらの遺構群は、 ζれまで述べてきた乙とにより、連続的に構築されたものであり、その

時期については二竪穴住居跡の形態及び出土遺物などから平安時代末葉頃としておきたい。

2 出土遺物について

( 1 )土器

出土した土器は土師器@須恵器である。土師器には、護形土器と把手付土器・手控ね土器が

あるが、全て非ロクロのものである。須恵器には、震・護があるが、その数は土師器iζ比
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べてごく少ない。土師器・須恵器を通じて、杯形土器は 1点もなし￥。土師器の外面調整技法は、

いわゆる「ナタ自uりjと呼ばれる粗しミヘラケズリが一般的で、これにユピナデ・ヘラナデなどが

散見される程度である口土師器護形土器には完形品がなく、器形を云々することはできないが、

口縁部のみを取り上げると、大きくは、①口縁部が外反もしくは外傾するものけ e 豆類入②

ほぼ垂直に立ち上がるもの(躍。 IV類)、③内反ないしは内傾するもの (V• VI類)、の 3タイプ

がある。この中で特徴的なのは③の中のVI類で、口唇部がへラケズリされ平らな面を持つ。乙

のような例は、本遺跡と時期が近いと見られる遺跡にも散見されるが、その数は少ないようで

ある。また、数は少ないが土師器護形土器の胎土中に、鉄棒と思われる粒をあたかも砂粒と同

じようにして混ぜている例がある。もしこれが鉄津であるとすれば、土器作りする場に鉄浮が

あり、その細かい破片を意識的に土器胎土に混入させたと考えることができ、 ζのことは、鉄

を扱う人々が土器作りをもしたことの傍証になるかもしれない。把手付土器は把手及び把手部

のみの破片が多く、全体の形状については不明な部分もあるが、おおよそ該期の他遺跡出土例

に似る。把手は、本体に開けられた穴に棒状の把手部を差し込み、内外国に粘土を貼って補強

する形のもので、中空型の把手はない。

須恵、器は点数が少なく判然としないが、青森県前田野呂窯のものに似ている。

( 2 )鉄製品・繍羽口・壁材・鉄津について

鉄製品は、少ない調査面積に比較してその出土点数が多い。総数60点余で、図示し得たもの

は53点である。この中には、馬具・武具・ -工具が含まれている。

これらの鉄製品は、製品のみが本遺跡で、出土したということではなく、製鉄あるいは鍛冶に

関連すると見られる輔羽口・炉壁材，鉄浮などと共に出土している。このことは、本遺跡、にお

いて、小規模な鉄製練あるいは鍛冶が行なわれていることを示すもので、それに相当する遺構

も存在する。

( 3 )出土遺物の年代

本遺跡から出土した遺物は大略ヒ記のようなものであるが、これらの年代は、土師器・須恵

器に杯形土器が存在しないこと、須恵;器が平安時代末葉の様相を示すと考えられること、いわ

ゆる中世陶器といわれる珠洲系陶器などが伴わないことなどをもって、ここでは平安時代末葉

に近い時期を考えておきたい。

3 太田谷地館跡とその背景について

本遺跡の発掘調査の成果として、主に次の 2}誌をあげることができる。

1.古代末期に自然地形と空堀によって周囲と区画された空間(=郭)に居住していた人間集

団が存在したこと口
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2. その集団は、 jJJ-武・良・工具などの鉄製品の生産・修理をむこし、得る設備・技術をもっ

ていたこと口

現在までの発掘調査の知見による限り、区画防禦施設と考えられる22剥が、明確に郭内の遺

構に伴うと判断できる例は、それほど多くないようであるが、本遺跡に関しては、古代末に位

置づけられる郭内の遺構と全堀が同時に存在した、いわゆる「集落保率的j館の存症を裏づける

ものと捉えることが可能であろう口単に舌状台地の先端部に居住するのではなく、そこに自分

達の労力をつぎ込んで人工的に全堀を掘り、独立した宅間を創り出して集落を形成している背

は、社会的緊張状態(例えば芥集落問の争乱のような)を想定するのが最も自然ではないだ

ろうか口出土した鉄製品の中に，馬具や武器が少なからずみられることも傍証の 1つにはなると

思われる。

ところで、時期は特定できないものの空堀が存tEし、しかも本遺跡と郭内の遺構・遺物等の

推定時期が類似している遺跡には、本遺跡と同じ鹿角市の妻の神 I遺跡や下沢田遺跡、青森県

碇ケ関村の古館遺跡・大鰐町の砂沢平遺跡などの各遺跡がある。このように近接した地域に同

様の遺跡が存在しているとし寸事実は、先の恕定の安当性を示すだけではなしこれらの遺跡

から検出された空堀のうち何条かは、古代の遺構に伴う可能性のあることを示していると考え

られる。古館遺跡の報告書の中で、鉄製品の担当者は「古館は農業に従事しつつ、盛んに鍛冶を

行っていたこと、その点は鳥海L11も同様だが、決して武装を怠らない集落であったことを確認

しておきたし "¥0 Jと遺跡の性格をまとめておられるが、本遺跡も規模は小さいながらも同様の

性格をもった集落と考えられる。

中世には「鹿角田十二館Jと総称される城館の存在があったことは、周知の;事実であるが、鹿

角地域がこうした発展形態をとる下地には、本遺跡、にみられるような小規模な「集落保塞的」宣告

の存在があったと考えるのは穿ちすぎた見解であろうか。太田谷地館跡は、沢を隔てて近接す

る高屋館が中世の館として鹿角四十三館のうちに数えられていることと対"f!奇的に、全くその由

縁の伝わらない館であり、近年まとめられた県内及び鹿角市の館の調査報告書の中でもその存

在すら触れられていない遺跡である。こうした古代に遡り得る館が、特異なものなのか、ある

程度普遍的に存在するものなのか、という基本的認識さえ得られていない現段階では、該期を

語る場合、本遺跡に関するようなことを除くとほとんど推測に頼らざるを得ない状況である。

今後の調査例の増加を踏まえての新知見を期待したいものであるり

太田谷地館跡は、平安時代末条二の「集落保幸1'1ヲj館で、ある。 1~ 3条の空堀と急斜面によって

囲検された小さな舌状台地上には、 1 11寺期に 6~7 軒の竪穴住賠跡と同数程度の土坑などが存

在し、人々は鉄製品あるいは土器までも製作しながら「日常的な生活jを送っていたものと考え
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られる。しかしながら、集落の選地及び空堀の構築の背景には、常に社会的な情勢による緊張

状態が続いたことが覗われ、いったん事あれば、いつでも戦わねばならない状況が見えて来る口

そして、このような遺跡は、その謝資例が増加すると共に、特殊なものではなく、平安時代末

葉における米代川以北及び岩手県北部以北においては、一般的なあり方を示すもののように忠

われるのである。

日1:1 秋田県鹿角市教育委託会『花!愉fi仰が試jl:l¥調先手託行告:・下山田遺跡発品11F出資手IH1
;-書j鹿角市文化財

調査資料27 1984( lIiJ手1159iJミ)

註 2 }if棒泰時氏は、この火1!I}f(の降下年代を西暦1100年前後と tff~iWJ しており(傍点筆者)、本遺跡の

調査結果においてもこれと大きく矛hQーするものではないが、ここではこれを西宮、1100年を下ら

ない時期として把えておきたい。

III隈泰AS:i大湯i下手1層と!克角設地の遺跡JrどるめんJI19-';} 1978(昭和153年)

註 3 秋田県鹿角市教育委員会『高市 [í1] 館跡発:}1:1\詩j有報-~'~t~鹿角市文化財調査資料22 1982(昭和57

年)

註 4 下沢田遺跡:註 lに同じ

青森ijZ教育委員会日定ケ関村山館遺跡j青森~1~~ j1H蔵文化財調査報令書第54集 1979(昭和54年)

註 5 把手付土器は県内では、鹿角市 FrJ¥出法跡・高市1[1]館跡・妻の千1111遺跡、小攻町はりま館跡か

ら出土しており、県外では、青森県市館遺跡・砂沢平遺跡・蓬田大館遺跡、他などから出土し

ている。

註 1・3・4に同じ

秋田県教育委託会「主の持q遺跡Jr京北~:iJË社日動車iD:発-t1:t\ ;:I~JO~ìう幸ii令書 VIII j秋田県文化財調資報持

者:第107集 1984(D{{手1159年)

秋出県教育委員会「はりま的遺跡J~ 東北縦覧 ['1 動車道発jl:l\illM 光線;片手~: X j秋田児丈化財調査報ii1

書第109集 1984(昭和159年)

青森県教育委員会f砂山千遺跡j青森県坦蔵文化財調査報白書:第53集 1979(昭和54年)

十嬰チ!こ1fTfま・菊地f~~夫f蓮田大自立遺跡、j早稲田大学文学部考古学研究報古 1987( OiJifll62年)

註 6 古岡康'1喝氏の御教示による。

正l~ 7 本rri{:岩一「円子県JJ，uiiのイ立塑Jr:;;-子保巾 JlI)f!~自立跡分イjí011J在幸!日1j{l;:J:;i手県丈化Il1-f;ltJi'仁報告書第

82集 山手県教育委討会 1986( Il{j手116Uf.l

このような遺跡を「集落保幸j'1~JJ遺跡とするか、「集落保率的」自立とするかについては意見の分か

れるところであるカにここでは、遺跡名を司叉ってf走者にしておきたし」
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自主 8 秋田県教育委員会f秋田県の中世域館j秋田県文化財調査報{!?書:第86集 1981(昭和56年)

鹿角市教育委員会『鹿角の館.1(1)・(2)・(3)・(4). (5) 1982-1986(昭和57-61年)

註 9 I日常的な生活jの中には、台地下での農耕などの食糧生産を含む。
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